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平成１9年７月　広報なかの  ２３　平成１9年７月　広報なかの

広
報
な
か
の
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一本木公園や市街地において様々
なイベントが開催されました。
その一部をご紹介します。
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「
中
野
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
条

例
」
の
一
部
改
正

　

新
た
な
南
部
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
の
供
用
開
始
に
伴
い
、
セ
ン
タ

ー
の
位
置
に
つ
い
て
所
要
の
改
正

を
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

「
中
野
市
保
健
セ
ン
タ
ー
条
例
」

「
中
野
市
国
民
健
康
保
険
条
例
」

「
中
野
市
予
防
接
種
健
康
被
害
調

査
委
員
会
条
例
」
の
一
部
改
正

　

結
核
予
防
法
が
廃
止
さ
れ
た
こ

と
等
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

「
中
野
市
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
」

の
一
部
改
正

　

道
路
法
施
行
令
及
び
長
野
県
道

路
占
用
料
徴
収
条
例
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
占
用
物
件
等
に
つ
い
て
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条　

例

所
要
の
改
正
を
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

「
中
野
市
税
条
例
」「
中
野
市
都
市

計
画
税
条
例
」「
中
野
市
国
民
健
康

保
険
税
条
例
」「
中
野
市
消
防
団
員

等
公
務
災
害
補
償
条
例
」 の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
専
決
処
分
報
告

「
平
成
十
九
年
度
中
野
市
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
」

「
平
成
十
九
年
度
中
野
市
老
人
保

健
医
療
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
」

の
専
決
処
分
報
告

《
一
般
会
計
》

　

平
成
十
九
年
度
一
般
会
計
予
算

に
一
億
二
千
四
百
八
十
八
万
円
を

追
加
し
て
、
総
額
を
百
六
十
八
億

六
千
二
百
八
十
八
万
円
と
し
ま
し

た
。
主
な
歳
出
の
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

〈
共
通
〉
●
職
員
人
件
費
六
、
五

六
一
万
余
円
を
減
額

〈
総
務
費
〉
●
松
川
区
民
会
館
及

び
間
山
区
北
組
公
会
堂
の
公
会
堂

建
設
補
助
金
六
〇
四
万
余
円
を
追

加
●
地
域
情
報
基
盤
整
備
事
業
費

で
、
国
の
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
の

交
付
決
定
に
伴
い
、
財
源
組
替
と

事
務
費
四
四
七
万
余
円
を
増
額

〈
民
生
費
〉
●
社
会
福
祉
費
で
、

自
立
支
援
給
付
費
支
給
シ
ス
テ
ム

改
修
委
託
料
五
二
万
余
円
を
追
加

●
児
童
福
祉
総
務
費
で
、県
の「
地

域
発　

元
気
づ
く
り
支
援
金
」
の

事
業
採
択
に
よ
り
、
子
育
て
応
援

事
業
費
五
二
万
余
円
を
追
加

〈
衛
生
費
〉
●
環
境
衛
生
費
で
、

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
と
し
て

武
水
穂
神
社
公
衆
便
所
改
修
に
三

二
二
万
余
円
の
増
額
と
財
源
組
替

●
公
害
対
策
費
で
、
放
置
廃
タ
イ

ヤ
撤
去
支
援
事
業
補
助
金
一
、
五

〇
〇
万
円
を
追
加

〈
農
林
水
産
業
費
〉
●
農
地
管
理

シ
ス
テ
ム
の
変
更
業
務
等
を
新
た

な
会
社
へ
委
託
す
る
た
め
に
要
す

る
経
費
等
六
九
九
万
余
円
を
計
上

●
市
単
耕
地
整
備
費
で
、
地
元
施

工
の
農
道
補
修
の
た
め
八
〇
〇
万

余
円
を
増
額

〈
土
木
費
〉
●
道
路
新
設
改
良
費

で
、
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
の

対
象
と
な
っ
た
幹
線
道
路
の
整
備

事
業
に
七
、
〇
四
五
万
円
を
増
額

〈
教
育
費
〉
●
小
学
校
教
育
振
興

費
で
、
寄
附
金
を
財
源
と
し
た
学
校

図
書
の
購
入
に
十
一
万
円
を
増
額

《
特
別
会
計
》

〈
国
民
健
康
保
険
事
業
〉
●
職
員

人
件
費
三
九
万
円
を
増
額

〈
介
護
保
険
事
業
〉
●
職
員
人
件

費
で
三
七
五
万
余
円
を
増
額
及
び

財
源
組
替

〈
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
事
業
〉
●

職
員
人
件
費
で
三
八
万
余
円
の
増

額
及
び
財
源
組
替

〈
倭
財
産
区
事
業
〉
●
造
林
事
業

の
施
行
内
示
が
あ
っ
た
こ
と
に
伴

い
一
三
〇
万
余
円
の
増
額

〈
中
野
財
産
区
事
業
〉
●
中
野
財

産
区
財
産
管
理
基
金
を
松
川
区
へ
配

分
す
る
た
め
三
二
九
万
余
円
の
追
加

〈
情
報
通
信
施
設
事
業
〉
●
職
員

人
件
費
等
六
六
九
万
余
円
の
減
額

〈
下
水
道
事
業
〉
●
職
員
人
件
費

で
一
、
六
七
〇
万
余
円
の
減
額
及

び
財
源
組
替

〈
農
業
集
落
排
水
事
業
〉
●
職
員

人
件
費
で
一
二
八
万
余
円
の
追
加

及
び
財
源
組
替

《
企
業
会
計
》

〈
水
道
事
業
〉
●
職
員
人
件
費
七

二
〇
万
余
円
の
減
額

中
野
市
地
域
情
報
基
盤
整
備
工
事

　

同
工
事
を
六
億
九
千
三
百
万
円

で
、
富
士
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・
や
ま
た
け
電
業

特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体
が
請

け
負
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
完

成
は
平
成
二
十
年
七
月
の
予
定
で
す
。

中
野
新
配
水
池
築
造
工
事

　

同
工
事
を
一
億
七
千
七
百
九
十

七
万
五
千
円
で
、
中
野
土
建
・
中

野
設
備
・
三
沢
パ
イ
プ
工
業
建
設

共
同
企
業
体
が
請
け
負
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
完
成
は
平
成
二
十

年
三
月
の
予
定
で
す
。

教
育
委
員
会
委
員

　

山
本
捷
子
さ
ん
の
任
期
が
五
月

十
日
を
も
っ
て
満
了
し
、
欠
員
と

な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
後
任
に

武
田
洋
さ
ん
（
竹
原
・　

歳
）
を

61

同
委
員
に
任
命
す
る
こ
と
に
議
会

の
同
意
を
得
ま
し
た
。

人　

事

専
決
処
分
の
報
告

補
正
予
算

　６月定例市議会が６月４日から20日
まで、17日間の会期で開催されました。
　この議会では、専決処分の報告６件、
条例案５件、予算案10件、事件案４件、
人事案１件のあわせて26件の議案が
審議され、いずれも原案どおり承認、
可決及び同意されました。
　また、意見書等についても審議され
ました。ここでは、主な内容をお知ら
せします。

契　

約

　

現
在
、
市
議
会
で
は
議
会
改
革

の
た
め
、
検
討
委
員
会
を
設
置
し

検
討
し
て
い
ま
す
が
、
広
く
市
民

の
皆
様
の
声
を
お
聞
き
す
る
た
め
、

Ｅ
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
意
見

の
募
集
を
行
い
ま
す
。

期
限　

八
月
三
十
一
日�

Ｅ
メ
ー
ル　

gikai@
city.

nakan
o.nagano.jp

Ｆ
Ａ
Ｘ　
�
５
９
２
２

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
議
会
事
務
局
（�
�
２
１

１
１
内
線
３
１
６
）

議
会
改
革
に
対
す
る

意
見
を
募
集
し
ま
す
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市
で
は
、
国
民
保
護
法
が
平
成

十
六
年
度
に
施
行
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
住
民
の
生
命
、
身
体
、
財

産
を
保
護
す
る
責
務
を
考
え
、
国

民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
を
的
確

・
迅
速
に
実
施
す
る
た
め
、
市
の

責
務
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、

中
野
市
の
国
民
の
保
護
に
関
す
る

計
画
の
趣
旨
、
構
成
な
ど
に
つ
い

て
定
め
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
が
想
定
す
る
武
力
攻

撃
事
態
等
に
つ
い
て
は
、
長
野
県

の
考
え
方
を
基
本
理
念
と
し
て
お

り
、
市
内
に
在
住
す
る
人
々
の
安

全
に
被
害
が
及
ぶ
事
態
が
発
生
し
、

ま
た
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
、

市
は
、
市
内
に
在
住
す
る
人
々
の

生
命
、
身
体
及
び
財
産
を
保
護
す

る
使
命
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
市
内
に
在
住

す
る
人
々
の
安
全
を
守
る
に
は
、

行
政
機
関
等
の
努
力
の
み
に
よ
っ

て
十
分
に
実
施
さ
れ
る
も
の
で
は

な
く
、
人
が
人
の
た
め
に
尽
く
し

助
け
合
う
と
い
う
勇
気
と
気
概
を

持
っ
て
、
有
機
的
に
、
自
発
的
に

動
く
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

●
国
民
保
護
法
と
は
？

　

正
式
に
は
、「
武
力
攻
撃
事
態
等

に
お
け
る
国
民
の
保
護
の
た
め
の

措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六

年
九
月
十
七
日
施
行
）」の
こ
と
を

い
い
ま
す
。
国
民
保
護
法
は
、

①
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
い
て
、

国
民
の
生
命
、
身
体
、
財
産
の

保
護
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

②
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
、

地
方
公
共
団
体
、
指
定
公
共
機

関
な
ど
の
責
務
や
役
割
分
担
を

明
確
に
し
、
国
の
方
針
の
下
で
、

国
全
体
と
し
て
万
全
の
措
置
を

講
ず
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

③
住
民
の
避
難
に
関
す
る
措
置
、

避
難
住
民
な
ど
の
救
援
に
関
す

る
措
置
、
武
力
攻
撃
災
害
へ
の

対
処
に
関
す
る
措
置
な
ど
に
つ

い
て
、
具
体
的
な
内
容
を
定
め

て
い
ま
す
。

④
緊
急
対
処
事
態
に
お
い
て
も
、

武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国

民
保
護
措
置
を
実
施
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

⑤
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
を

実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
国

民
の
基
本
的
人
権
の
尊
重
に
十

分
な
配
慮
が
な
さ
れ
ま
す
。

●
武
力
攻
撃
事
態
等
と
は
？

　

以
下
の
二
つ
の
事
態
を
い
い
ま

す
。

①
武
力
攻
撃
事
態
…
武
力
攻
撃
が

発
生
し
た
事
態
ま
た
は
武
力
攻

撃
が
発
生
す
る
明
白
な
危
険
が

切
迫
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る

に
至
っ
た
事
態
。

②
武
力
攻
撃
予
測
事
態
…
武
力
攻

撃
事
態
に
至
っ
て
い
な
い
が
、

事
態
が
緊
迫
し
、
武
力
攻
撃
が

予
測
さ
れ
る
に
至
っ
た
事
態
で
、

次
の
四
つ
の
事
態
を
想
定
し
て

い
ま
す
。

�
地
上
部
隊
が
着
上
陸
す
る
攻
撃

�
ゲ
リ
ラ
・
特
殊
部
隊
に
よ
る
攻
撃

�
弾
道
ミ
サ
イ
ル
に
よ
る
攻
撃

�
航
空
機
に
よ
る
攻
撃

●
緊
急
対
処
事
態
と
は
？

　

武
力
攻
撃
の
手
段
に
準
ず
る
手

段
を
用
い
て
、
多
数
の
人
を
殺
傷

す
る
行
為
が
発
生
し
た
事
態
ま
た

は
当
該
行
為
が
発
生
す
る
明
白
な

危
険
が
切
迫
し
て
い
る
と
認
め
ら

れ
る
に
至
っ
た
事
態
を
い
い
ま
す
。

　

国
民
の
生
命
、
身
体
、
財
産
を

保
護
す
る
た
め
、
国
家
と
し
て
緊

急
に
対
処
す
る
こ
と
が
必
要
な
事

態
で
す
。

　

国
民
保
護
法
の
第
四
条
で
は
、

「
国
民
の
協
力
等
」
に
つ
い
て
定

め
ら
れ
て
お
り
、「
国
民
は
国
民
の

保
護
の
た
め
の
措
置
の
実
施
に
関

し
協
力
を
要
請
さ
れ
た
と
き
は
、

必
要
な
協
力
を
す
る
よ
う
努
め
る

も
の
と
す
る
。」
と
あ
り
ま
す
が
、

同
条
第
二
項
に
お
い
て
「
協
力
は

国
民
の
自
発
的
な
意
思
に
ゆ
だ
ね

ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
要

請
に
あ
た
っ
て
強
制
に
わ
た
る
こ

と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
し

て
い
ま
す
。

●
国
民
の
協
力
と

　

基
本
的
人
権
の
尊
重

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
庶
務
課
防
災
係
（�

�
２
１
１
１
内
線
２
８
５
）

 ���������������������������������
中中中中中中中中中中中中中中中中
野野野野野野野野野野野野野野野野
市市市市市市市市市市市市市市市市
国国国国国国国国国国国国国国国国
民民民民民民民民民民民民民民民民
保保保保保保保保保保保保保保保保
護護護護護護護護護護護護護護護護
計計計計計計計計計計計計計計計計
画画画画画画画画画画画画画画画画

中
野
市
国
民
保
護
計
画��������������������������������� 
ををををををををををををををををををををををををををををををををを
策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策
定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定
策
定
しししししししししししししししししししししししししししししししし
まままままままままままままままままままままままままままままままま
しししししししししししししししししししししししししししししししし
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

し
ま
し
た

第21回
参議院議員通常選挙の日程
　第21回参議院議員通常選挙の投票日は、
広報なかの６月号において「７月22日（予
定）」と掲載しましたが、国会の会期延長
に伴い、７月29日�になりました。

◇期日前投票
　場所　市役所本庁１階
　　　　選挙管理委員会事務局
　期間　７月13日�～28日�
　時間　午前８時30分～午後８時
　
※７月28日�は、ションションまつり開
催のため、本庁舎前の駐車場は混雑が
予想されます。本庁舎の北玄関前に、
期日前投票専用の駐車場を確保します
ので、ご利用ください。
　
　場所　豊田支所１階
　期間　７月26日�～28日�
　時間　午前８時30分～午後５時30分

明るく正しい選挙が行われますよう、
みなさまのご協力をお願い致します。

公示日　７月12日 （木）

投票日 　 ７ 月29 日 （日）
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踊
り
会
場
・
交
通
規
制

　

第
３
回
中
野
シ
ョ
ン
シ
ョ
ン
ま

つ
り
を
、
七
月
二
十
八
日�
に
市

街
地
で
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
踊

り
終
了
後
に
は
、
中
野
実
業
高
等

学
校
第
二
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
中
野
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
工
業
㈱
向
か
い
側
）

に
お
い
て
花
火
を
打
ち
上
げ
ま
す
。

皆
さ
ん
、
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

踊
り
会
場　

南
照
寺
前
か
ら
市
役

所
南
交
差
点
ま
で
の
直
線
コ
ー
ス

と
、
相
生
町
及
び
幸
町

交
通
規
制　

左
図
の
と
お
り
と
な

り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

交
通
規
制
時
間　

午
後
四
時
か
ら

午
後
九
時
四
十
分

西
条
グ
ラ
ウ
ン
ド
駐
車
場　

西
条

グ
ラ
ウ
ン
ド
か
ら
市
役
所
ま
で
シ

ャ
ト
ル
バ
ス
を　

分
間
隔
で
運
行

10

し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
今
年
か
ら
、
中
野
小
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
は
臨
時
駐
車
場
と
し
て
使

用
で
き
ま
せ
ん
。）
な
お
、
市
役

所
駐
車
場
は
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
及
び

団
体
バ
ス
の
発
着
所
と
な
り
ま
す

の
で
、
ロ
ー
タ
リ
ー
付
近
や
駐
車

ス
ペ
ー
ス
以
外
へ
の
駐
車
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご
み
は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う

　

ご
み
の
持
ち
帰
り
に
つ
い
て
、

ご
来
場
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

午
後
七
時
五
十
分
頃
（
予
定
）、

信
濃
グ
ラ
ン
セ
ロ
ー
ズ
の
皆
さ
ん

が
来
場
し
ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

信
濃
グ
ラ
ン
セ
ロ
ー
ズ
が

来
場
し
ま
す
！

中野ションションまつ り 推進会事務局
　(市役所商工観光課内) (�22-2111 内線259)問い合わせ先

��������������	�
�����
������

　第３回中野ションションまつりのポスターとパン
フレットの採用作品が決定しました。今年は、市内
の６つの小学校から合計536点の応募があり、６月８
日、中野勤労者福祉センターにおいて入選作品の選
考が行われました。なお、入選作品は７月30日まで、
市役所本庁と豊田支所に掲示しています。

▲ポスター採用作品 ▲パンフレット採用作品

学年小学
校名氏　　名区　　分

３年平野竹内 聡志ポスター　　

５年平野勝山 裕太パンフレット

６年中野高橋 和也佳　作　　　

６年中野大谷 彩夏佳　作　　　

５年日野田川 香織佳　作　　　

４年延徳荻原 そら佳　作　　　

４年延徳真� 達也佳　作　　　

３年平野八木 健太佳　作　　　

４年高丘芋川 郁斗佳　作　　　

４年倭丸山 珠李佳　作　　　

９　 平成１9年７月　広報なかの

　

市
の
国
民
健
康
保
険
で
は
、
今

後
の
医
療
費
の
動
向
や
医
療
制
度

改
革
な
ど
の
状
況
を
考
慮
し
、
税

制
改
正
と
予
測
さ
れ
る
大
幅
な
赤

字
を
解
消
し
て
い
く
た
め
、
平
成

十
九
年
度
は
左
表
の
と
お
り
改
定

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
月
中
旬
に
は
国
保
加
入
世
帯

の
世
帯
主
の
皆
さ
ん
に
、
国
保
税

の
納
税
通
知
書
を
お
送
り
い
た
し

ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

国
保
税
率
引
き
上
げ
の
理
由

　

近
年
の
急
速
な
高
齢
化
社
会
の

進
行
な
ど
に
よ
り
、
医
療
費
が
年

々
増
加
し
、
国
保
会
計
の
支
出
が

増
え
続
け
て
い
ま
す
。
一
方
、
国

保
加
入
者
の
所
得
が
減
少
し
て
い

る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
国
保
税
に

よ
る
収
入
は
年
々
減
少
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
た
め
、
収
支
の
バ
ラ
ン
ス

を
取
る
た
め
「
財
政
調
整
基
金
」

を
取
り
崩
し
て
国
保
会
計
の
収
入

に
充
て
、
財
政
運
営
を
し
て
き
ま

し
た
が
、
平
成
十
八
年
度
は
基
金

残
高
が
約
十
万
円
と
底
を
つ
き
、

赤
字
決
算
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
こ
の
ま
ま
で
は
国

保
財
政
の
運
営
が
で
き
な
い
た
め
、

国
保
運
営
協
議
会
な
ど
で
の
審
議

に
よ
り
、
や
む
を
得
ず
、
平
成
十

八
年
度
に
引
き
続
き
平
成
十
九
年

度
に
お
い
て
も
、
税
率
を
引
き
上

げ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
福
祉
課
国
保
医
療
係
（�

�
２
１
１
１
内
線
２
９
６
）
ま
た

は
豊
田
支
所
健
康
福
祉
課
福
祉
係

（�
�
３
１
１
１
内
線
１
２
１
）

　

平
成
十
七
年
一
月
一
日
現

在
に
六
十
五
歳
以
上
の
方
は
、

税
制
改
正
に
よ
る
公
的
年
金

等
控
除
の
見
直
し
に
よ
り
、

国
保
税
が
増
加
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

国
保
税
が
大
幅
に
上
昇
す

る
方
に
は
、
急
激
な
増
加
を

避
け
る
た
め
、
国
保
税
算
定

時
に
控
除
を
設
け
、
平
成
十

八
年
度
か
ら
十
九
年
度
に
か

け
て
、
本
来
の
国
保
税
額
に

移
行
し
て
い
く
経
過
措
置
が

講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

経
過
措
置
な
ど
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
市
役
所
税
務
課

課
税
係
（�
�
２
１
１
１
内

線
２
２
５
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

����������������
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年
金
課
税
見
直
し
に
伴
う

　
　

国
保
税
の
経
過
措
置

可燃ごみ ・ 埋立ごみの有料化
プラスチック製容器包装の分別収集に係る

地区説明会を開催します

　10月１日から、可燃ごみ・埋立
ごみの有料化とプラスチック製容
器包装の分別収集が始まります。
　これらの制度移行を住民の皆さ
んにご理解いただくため、右表に
より地区説明会を開催します。
　大勢の皆さんに参加いただきま
すよう、お願いいたします。

問い合わせ先
市役所環境課衛生係（�(22)２１１１内線245）
豊田支所市民環境課市民環境係（�(38)３１１１内線135）

場　　所開始時刻対　象　地　区期　 日
ＪＡ倭支所

午後７時

倭７月11日�
ＪＡ科野支所科野７月12日�
ＪＡ平岡支所平岡７月13日�
長丘南部    
研修センター長丘７月17日�

ＪＡ高丘支所高丘７月18日�
ＪＡ平野支所平野７月19日�
市民会館　　
　41号会議室

中野（中町・西町・西条・
　　　上小田中 ・ 下小田中） ７月20日�

市民会館　　
　41号会議室

中野（東町・松川・普代・
　　　 東松川・一本木・栗

和田・東吉田）
７月24日�

ＪＡ延徳支所延徳７月25日�
ＪＡ日野支所日野７月26日�
ＪＡ永田支所永田７月30日�
豊田文化センター豊井７月31日�

平成19年度　国民健康保険税率と賦課限度額

介護保険分
（40～64歳の
第２号被保
険者）   

医　療　分
平成19年４月１日から適用される

国保税率、賦課限度額

18 ・ 19年度19年度18年度区　　分　　　　（年税額）

2.10%8.60%7.10% ①所得割　被保険者の前年の所得額に応じて

4.00%22.00％ （据置）22.00% ②資産割　被保険者の固定資産税に応じて

 7,000円 20,500円 18,300円 ③均等割　世帯の加入者一人あたりの額

 4,800円 22,000円 20,000円 ④平等割　一世帯あたりの額

90,000円560,000円530,000円 賦課限度額　上記①～④の合計年間上限額
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七
月
は
、「
青
少
年
の
非
行
問
題

に
取
り
組
む
全
国
強
調
月
間
」、

「
青
少
年
に
有
害
な
社
会
環
境
排

除
県
民
運
動
強
化
月
間
」、「
社
会

を
明
る
く
す
る
運
動
」
の
強
調
月

間
で
す
。

　

青
少
年
の
喫
煙
や
深
夜
徘
徊
な

ど
、
青
少
年
の
規
範
意
識
の
低
下

が
憂
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
人
は
、

見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
て
い
ま
せ
ん

か
。
青
少
年
一
人
ひ
と
り
に
対
し

て
大
人
が
声
を
か
け
、
良
い
こ
と

は
褒
め
、
悪
い
こ
と
は
注
意
す
る

と
い
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

周
り
の
大
人
が
、
温
か
な
ま
な

ざ
し
を
向
け
、
大
人
か
ら
進
ん
で

あ
い
さ
つ
す
る
な
ど
、
様
々
な
声

掛
け
に
よ
っ
て
青
少
年
と
の
関
わ

り
を
深
め
る
『
愛
の
声
か
け
運
動
』

を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話

は
、
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
い
つ
で
も

ど
こ
で
も
瞬
時
に
入
手
で
き
、
現

代
社
会
で
は
便
利
に
使
え
る
情
報

技
術
と
し
て
普
及
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
情
報
技

術
を
悪
用
し
た
犯
罪
が
急
増
し
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
危
険
な
情
報
や
、
こ
れ

に
伴
う
犯
罪
・
被
害
に
子
ど
も
た

ち
が
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
危
険
性
を
指
導
、

理
解
さ
せ
、
被
害
の
防
止
策
を
講

じ
、
子
ど
も
の
身
を
守
る
の
は
大

人
の
責
任
で
す
。

　

各
携
帯
電
話
会
社
で
は
、
携
帯

電
話
か
ら
違
法
・
有
害
サ
イ
ト
に

接
続
で
き
な
い
よ
う
に
す
る
た
め

の
「
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
」
機
能
が

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

有
害
な
情
報
を
、
自
動
的
に
遮
断

す
る
「
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
ソ
フ
ト
」

が
あ
り
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
の
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
提
供
し
て
い
る
も
の
、

無
料
提
供
し
て
い
る
も
の
、
市
販

の
ソ
フ
ト
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る

も
の
な
ど
様
々
で
す
。

　

こ
の
月
間
を
機
会
に
、
改
め
て

青
少
年
の
非
行
防
止
と
育
成
、
青

少
年
を
取
り
巻
く
有
害
な
社
会
環

境
に
つ
い
て
、
大
人
の
視
点
か
ら

見
つ
め
直
し
、
身
近
な
と
こ
ろ
か

ら
地
域
社
会
を
明
る
く
す
る
た
め

の
取
り
組
み
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
青
少
年
に
と
っ
て
有
害

な
自
動
販
売
機
を�
設
置
さ
せ
な

い��
利
用
し
な
い��
放
置
し
な

い�
の
「
３
な
い
運
動
」
の
実
践

に
も
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
子
育
て
課
青
少
年
未
来
係

（�
�
２
１
１
１
内
線
３
５
７
）

 『
愛
の
声
か
け
運
動
』 を

有
害
な
情
報
か
ら

　
　

子
ど
も
を
守
ろ
う

　

市
で
は
、
保
育
所
運
営
審
議
会

の
答
申
を
受
け
て
、
七
月
か
ら
の

保
育
料
月
額
を
据
え
置
く
こ
と
に

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
国
の
考
え

方
を
基
本
に
、
市
の
財
政
状
況
や

保
護
者
負
担
の
軽
減
な
ど
を
考
慮

し
て
決
定
し
た
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
保
育
料
の
多
子
軽
減
に

つ
い
て
、
同
一
世
帯
か
ら
、
保
育

所
の
ほ
か
に
幼
稚
園
や
認
定
こ
ど

も
園
を
利
用
す
る
児
童
も
含
め
て
、

二
人
目
以
降
の
児
童
が
保
育
園
に

入
園
し
て
い
る
場
合
に
、
保
育
料

を
軽
減
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

長
時
間
保
育
事
業
に
つ
い
て
は
、

保
護
者
の
利
便
性
を
考
慮
し
、
新

た
な
制
度
と
し
て
、
利
用
時
間
帯

を
細
分
化
し
、
午
前
・
午
後
の
利

用
区
分
を
設
定
（
下
表
を
参
照
）

し
ま
し
た
。

　

一
時
的
保
育
事
業
に
つ
い
て
は
、

事
業
内
容
（
臨
時
保
育
、
緊
急
保

育
）
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
保
育
を
追

加
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
保
育
と
は
、
保

護
者
の
育
児
負
担
を
解
消
す
る
た

め
、
一
時
的
に
児
童
を
保
育
す
る

制
度
で
、
週
一
回
・
月
四
回
を
限

度
と
し
て
、
平
岡
保
育
園
で
実
施

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

長
時
間
保
育
と
一
時
的
保
育
の

事
業
内
容
が
、
十
月
か
ら
変
更
さ

れ
る
こ
と
に
伴
う
手
続
き
な
ど
は
、

今
後
、
保
育
園
や
保
育
課
か
ら
保

護
者
の
皆
さ
ん
へ
お
伝
え
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
の

負
担
軽
減
と
利
便
向
上
に
努
め
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
保
育
課
保
育
係
（�
�
２

１
１
１
内
線
２
９
３
）

七
月
か
ら
の
保
育
料
を

据
え
置
き
ま
す �

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
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七
月
は
青
少
年
健
全
育
成
強
調
月
間
で
す

�
�
�
���
�
�
�
�

�
�
�
�
�
���
�
�
�

長時間保育料 （月額）　　※長時間保育の申し込みは月単位です

※（　　　）内は、１か月１２日までの利用の場合の料金

改定後（H19.10.1～）現　　　行
第３種第２種第１種利用区分第３種第２種第１種区　　分

　　　　　　０円　　　　　　０円　　　　　　０円１日
　　 ０円　　 ０円　　 ０円

生活保護
世　　帯

　　　　　　０円　　　　　　０円　　　　　　０円午前
　　　　　　０円　　　　　　０円　　　　　　０円午後
５,０００円 （2,500円）４,０００円 （2,000円）３,０００円 （1,500円）１日

５,０００円
（2,500円）

４,０００円
（2,000円）

３,０００円
(1,500円)

前 年 分
所 得 税
非課税世帯

１,３００円 （　650円）１,３００円 （　650円）  ９００円 （　450円）午前
３,７００円 （1,850円）２,７００円 （1,350円）２,１００円 （1,050円）午後
６,５００円 （3,250円）５,５００円 （2,750円）４,０００円 （2,000円）１日

６,５００円
（3,250円）

５,５００円
（2,750円）

４,０００円
(2,000円）

前 年 分
所 得 税
課税世帯

１,８００円 （　900円）１,８００円 （　900円）１,２００円 （　600円）午前
４,７００円 （2,350円）３,７００円 （1,850円）２,８００円 （1,400円）午後

十
月
か
ら
、
長
時
間
保
育
の

利
用
区
分
を
細
分
化
し
ま
す

十
月
か
ら
、
一
時
的
保
育
に

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
保
育
を
追
加

�

�

�

�

������������������

������������������
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�
�
�
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�
�
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介
護
保
険
施
設
（
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
、
介
護
老
人
保
健
施
設
、

介
護
療
養
型
医
療
施
設
）
に
お
け

る
食
費
・
居
住
費
（
短
期
入
所
、

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
含
む
）
に
つ
い

て
は
、
自
己
負
担
と
な
っ
て
お
り
、

介
護
保
険
の
給
付
対
象
外
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
低
所
得
の
方
（
住
民

税
非
課
税
世
帯
）
に
つ
い
て
は
、

所
得
等
に
応
じ
て
食
費
・
居
住
費

の
自
己
負
担
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す

（
通
所
系
サ
ー
ビ
ス
は
除
き
ま
す
）

が
、
自
己
負
担
額
の
軽
減
を
受
け

る
に
は
、
市
へ
申
請
を
し
て
い
た

だ
き
負
担
限
度
額
の
認
定
を
受
け

て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　

負
担
限
度
額
認
定
の
対
象
と
な

る
期
間
に
つ
い
て
は
、
住
民
税
確

定
後
の
七
月
か
ら
翌
年
六
月
末
日

ま
で
と
な
り
ま
す
。
前
年
の
申
請

つ
い
て
は
六
月
末
日
の
認
定
期
間

に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
七
月

末
日
（
期
日
厳
守
）
ま
で
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
年
度
途

中
で
も
申
請
は
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

負
担
軽
減
の
対
象
者
は
、
次
の
表

の
利
用
者
負
担
段
階
の
第
一
段
階
か

ら
第
三
段
階
に
該
当
す
る
人
で
す
。

※
第
四
段
階
で
「
特
例
減
額
措
置
」

を
受
け
ら
れ
る
人

　

第
四
段
階
の
人
は
負
担
軽
減
の

対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

高
齢
夫
婦
世
帯
な
ど
で
一
方
が
施

設
に
入
所
し
、
居
住
費
・
食
費
を

負
担
す
る
こ
と
で
生
計
が
困
難
に

な
る
な
ど
一
定
の
要
件
を
満
た
し
、

申
請
に
よ
り
認
め
ら
れ
た
人
は
第

三
段
階
と
同
様
の
「
特
例
減
額
措

置
」
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
利
用
に
つ

い
て
は
、
こ
の
特
例
減
額
措
置
は

適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。）

　

居
住
す
る
住
宅
の
生
活
環
境
を

整
え
る
た
め
に
、
住
宅
改
修
（
手

す
り
の
取
付
け
・
段
差
の
解
消
な

ど
）
を
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定

を
受
け
て
い
る
方
が
行
っ
た
場
合

に
、
か
か
っ
た
費
用
の
九
割
が
介

護
保
険
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

利
用
限
度
額

　

要
支
援
・
要
介
護
の
介
護
度
に

関
係
な
く
、
居
住
す
る
住
宅
に
対

し
、
介
護
保
険
受
給
者
一
人
あ
た

り （
生
涯
に
）二
十
万
円
ま
で
で
す
。

・
原
則
と
し
て
か
か
っ
た
費
用
の

九
割
が
住
宅
改
修
費
と
し
て
支

給
さ
れ
、
一
割
は
自
己
負
担
と

な
り
ま
す
の
で
、
最
大
十
八
万

円
ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

・
利
用
限
度
額
（
二
十
万
円
）
を

超
え
た
額
に
つ
い
て
は
全
額
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
。

・
使
い
切
っ
た
場
合
、
そ
れ
以
降

の
改
修
に
つ
い
て
支
給
を
受
け

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
転
居
し
た
場
合
や
、
要
介
護
状

態
の
区
分
が
最
初
の
改
修
の
時

よ
り
三
段
階
以
上
上
が
っ
た
場

合
は
、
再
度
、
最
大
十
八
万
円

ま
で
住
宅
改
修
費
の
支
給
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

　

市
で
は
、
本
庁
舎
前
に
設
置

し
て
あ
り
ま
す
障
害
者
用
駐
車

ス
ペ
ー
ス
を
拡
大
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
乗
降
時
の
ド
ア
の

開
閉
を
考
慮
し
た
も
の
で
、
二

台
分
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
一
台

で
使
用
で
き
る
よ
う
に
広
げ
、

二
箇
所
設
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、

ス
ペ
ー
ス
を
広
く
す
る
こ
と
に

よ
り
、
乗
降
時
の
利
便
性
を
図

り
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
ス
ペ
ー
ス
へ
の

　

ま
た
、
工
事
が
完
了
し
た
後
に

も
、
市
へ
必
要
と
な
る
書
類
を
提

出
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
こ
の

制
度
の
利
用
を
お
考
え
に
な
り
ま

し
た
ら
、
ま
ず
は
担
当
の
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

市
役
所
健
康
長
寿
課
介
護
保
険
係

 （��
２
１
１
１
内
線
３
６
５
）

障
害
者
駐
車
区
画
を
拡
大
し
ま
し
た

負
担
限
度
額
認
定

更
新
の
時
期
で
す

住
宅
改
修
を
す
る

と
き
は
事
前
の

申
請
が
必
要
で
す

▲認定証は白色です

※
改
修
工
事
を
行
う
前
に

市
へ
事
前
申
請
（
市
に

必
要
書
類
を
提
出
）
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

事
前
申
請
は
書
類
内
容

の
確
認
等
に
二
週
間
程

度
を
要
し
ま
す
の
で
、

着
工
予
定
日
の
二
週
間

前
に
は
必
要
書
類
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

利用者負担段階

・本人および世帯全員が住民税非課税で、老齢福
　祉年金受給者・生活保護受給者第１段階

・本人および世帯全員が住民税非課税で、 合計所得
　金額と課税年金収入額の合計が８０万円以下の人第２段階

・本人および世帯全員が住民税非課税で、利用者
　負担段階第２段階以外の人第３段階

・本人が住民税を課税されている人・本人は住民
　税非課税で、世帯内に住民税課税者がいる人第４段階

��������������������������������
��������������������������������
��������������������������������
��������������������������������
��������������������������������
��������������������������������
��������������������������������
��������������������������������
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一
般
の
方
の
駐
車
は
お
控
え
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

▲本庁舎前の駐車スペース
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私
が
「
未
土
利
」
の
モ
ニ
タ
ー

に
な
っ
た
理
由
は
、
近
所
の
人
が

使
用
し
て
い
る
と
聞
い
た
こ
と
で
、

平
成
十
七
年
の
秋
に
上
下
水
道
課

へ
申
し
込
み
ま
し
た
。

　

作
物
は
「
も
も
」
で
、
散
布
し

た
時
期
は
十
二
月
上
旬
で
し
た
。

昨
年
は
大
雪
の
た
め
、
雪
の
中
で

の
散
布
と
な
り
ま
し
た
。
施
肥
量

は
一
反
歩
当
た
り
「
未
土
利
」
を

十
袋
で
す
。「
未
土
利
」
だ
け
の

施
肥
で
な
く
、「
苦
土
」、「
石
灰
」、

「
カ
ル
シ
ウ
ム
」、「
り
ん
酸
」
な

ど
の
他
の
肥
料
も
使
用
し
ま
し
た
。

　

私
が
「
未
土
利
」
を
知
っ
た
の

は
、
知
り
合
い
の
人
か
ら
「
秋
野

菜
（
特
に
野
沢
菜
）
が
軟
ら
か
く

収
穫
で
き
る
か
ら
良
い
」
と
聞
い

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
ま

た
、
モ
ニ
タ
ー
に
登
録
す
る
と
、

多
く
の
肥
料
が
も
ら
え
る
と
聞
い

た
た
め
、
平
成
十
七
年
九
月
に
参

加
し
ま
し
た
。

　

作
物
は
「
も
も
」
で
、
二
箇
所

の
畑
に
使
用
し
て
み
ま
し
た
。「
も

も
」
の
収
穫
後
、
平
成
十
七
年
十

月
十
三
日
に
二
箇
所
の
畑
（
五
畝

に
五
袋
、
五
畝
に
六
袋
）
に
散
布

し
た
ま
ま
で
、
土
と
混
ぜ
ま
せ
ん

で
し
た
。
今
ま
で
畑
は
無
肥
料
に

近
く
、
梅
雨
の
時
期
に
多
雨
だ
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
全
体
的
に
晩
生

種
に
つ
い
て
は
大
玉
の
傾
向
で
、

甘
さ
も
多
く
感
じ
ま
し
た
。
早
生

種
で
は
、
玉
の
肥
大
は
あ
ま
り
感

じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、

畑
の
雑
草
が
い
つ
も
以
上
に
伸
び

る
の
が
早
く
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ

も
肥
料
の
効
果
な
の
で
し
ょ
う
か
。

 「
未
土
利
の
声
」
そ
の
２

大
俣　

匿
名
さ
ん

　

市
で
は
、
生
涯
に
わ
た
り
市

民
一
人
ひ
と
り
が
、
自
由
学
習

に
親
し
み
、
個
性
と
能
力
を
伸

ば
し
、
そ
の
成
果
が
適
切
に
生

か
さ
れ
る
環
境
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、
本
年
度
に
「
中
野

市
生
涯
学
習
基
本
構
想
」
の
策

定
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
構
想
を
よ
り
良
い
も
の

に
す
る
た
め
に
、
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
生
涯
学
習
に
つ
い
て
の

意
見
を
募
集
し
ま
す
。
内
容
は
、

学
習
す
る
た
め
の
施
設
や
設
備

・
参
加
し
た
い
講
座
や
イ
ベ
ン

ト
な
ど
に
つ
い
て
の
意
見
や
要

望
で
、
生
涯
学
習
に
関
す
る
こ

と
で
あ
れ
ば
ど
の
よ
う
な
こ
と

で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

　

皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
は
、
生

涯
学
習
基
本
構
想
策
定
委
員
会

に
報
告
を
し
て
、
構
想
の
策
定

に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
貴
重
な
意
見
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

募
集
期
限　

七
月
三
十
一
日�

募
集
方
法　

「
生
涯
学
習
に
関

す
る
意
見
」
と
明
記
し
て
、
手

紙
・
Ｅ
メ
ー
ル
・
フ
ァ
ッ
ク
ス

で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

送
付
先
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
三
八
三
―
八
六
一
四　

中
野

市
三
好
町
一
丁
目
三
番
十
九
号

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
生
涯

学
習
推
進
係
（�
�
２
１
１
１

内
線
３
０
７
）

Ｅ
メ
ー
ル　

shogai＠
city.nak

ano.nagano.jp

Ｆ
Ａ
Ｘ　
�
５
９
２
６
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生生生生生生生生生生生生生生生生
涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯
学学学学学学学学学学学学学学学学
習習習習習習習習習習習習習習習習
へへへへへへへへへへへへへへへへ
のののののののののののののののの
意意意意意意意意意意意意意意意意
見見見見見見見見見見見見見見見見
をををををををををををををををを
募募募募募募募募募募募募募募募募
集集集集集集集集集集集集集集集集
中中中中中中中中中中中中中中中中

生
涯
学
習
へ
の
意
見
を
募
集
中

集落排水施設の脱水汚泥、使用済み廃オガ粉
と生成堆肥を混合し、４ヵ月間の熟成を経て
１袋15ｋｇ入の製品となっています。

粒状で取扱いやすく、窒素、リン酸、カリ等
の三大養分を含み、野菜、果樹、園芸等の肥
料として最適。土壌改良にも効果があります。

��������	
�

��������	
��
�����������������	�
��
����
み ど り

　堆肥「未土利」は、平成15年度からナピア平岡に併設した堆肥化施設で製造したもので、平成20年度から販売を
予定しています。平成17年度から、いろいろな作物への利用方法についての試験をモニター制度により実施し、そ
の声を「未土利の声」として紹介します。なお、「未土利の声」は、平成18年度に利用していただいた感想であり、効果
を保証するものではありません。また、モニターの募集は農業集落排水事業地域の方を対象に行いました。

「未土利」と「おすみちゃん」の比較
なかの「おすみちゃん」「未土利」項　　目

公共下水道(中野浄化管理セン
ター )から発生する汚泥　　　

農業集落排水施設(中野地域の
８施設)から発生する汚泥　　

原　　料

廃オガ粉を炭にした炭化物廃オガ粉をそのまま添加材（副資材）
粉　状粒　状形　　状

中野市大字江部511番地中野市大字笠原580番地生産場所
「おすみちゃん」「未土利」基準値及び単位項目

成
分
に
つ
い
て

3.13.6％窒素全量
4.94.4％リン酸全量
1.10.3％カリ全量
149.950mg/kgdry以下ひ素
0.61.05mg/kgdry以下カドミウム
0.340.402mg/kgdry以下水銀
2727500mg/kgdry以下クロム
921100mg/kgdry以下鉛
612回/年成分検査

　

結
果
は
、
実
り
も
良
く
、
木
も

元
気
に
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

今
後
の
私
の
目
標
は
、「
土
壌
の

改
良
」、「
環
境
の
保
全
」、「
減
農

薬
栽
培
」
で
す
。
し
か
し
、
一
番

は
肥
料
代
の
節
減
（
経
費
の
節
約
）

だ
と
思
い
ま
す
。

問い合わせ先
市役所上下水道課下水道係（� （22） 2111 内線283）

 「
未
土
利
の
声
」
そ
の
１

南
間
長
瀬　

山
口
さ
ん

13　 平成１9年７月　広報なかの

①
メ
ー
タ
ー
交
換
対
象
の
方
に
は

事
前
に
ハ
ガ
キ
に
て
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

②
こ
の
メ
ー
タ
ー
交
換
の
工
事
費

用
は
、
市
が
負
担
し
ま
す
の
で

お
客
さ
ま
へ
の
費
用
の
請
求
は

あ
り
ま
せ
ん
。

③
メ
ー
タ
ー
交
換
の
際
、
立
会
い

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
不
在

の
場
合
で
も
交
換
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
）

　
　

ま
た
、
交
換
の
際
は
一
時
断

水
と
な
り
ま
す
の
で
、
断
水
で

問
題
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る

場
合
は
日
時
等
を
水
道
工
事
業

者
と
打
ち
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

④
メ
ー
タ
ー
ま
で
の
給
水
管
に
鉛

管
が
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、

メ
ー
タ
ー
交
換
と
併
せ
て
布
設

替
工
事
を
行
い
ま
す
。
給
水
管

は
お
客
様
の
財
産
で
あ
り
ま
す

の
で
、工
事
に
先
立
ち
承
諾（
記

名
、 押
印
）が
必
要
と
な
り
ま
す
。

水
道
工
事
業
者
が
訪
問
し
た
際

は
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
鉛
管
布
設
替
工
事
の
取

替
え
に
対
す
る
お
客
様
へ
の
費

用
の
請
求
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な

お
、
メ
ー
タ
ー
交
換
の
際
お
客

様
が
依
頼
さ
れ
た
工
事
に
つ
い

て
は
、
お
客
様
負
担
と
な
り
ま

す
。

⑤
日
頃
か
ら
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス

の
上
に
物
や
車
な
ど
を
置
か
な

い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

⑥
交
換
工
事
後
に
、
メ
ー
タ
ー
付

近
か
ら
の
漏
水
等
を
発
見
し
た

場
合
は
上
下
水
道
課
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　

平
成
十
九
年
四
月
の
中
野
市
水

道
事
業
給
水
条
例
の
改
正
に
よ
り

「
上
下
水
道
課
に
水
道
使
用
中
止

届
を
提
出
さ
れ
閉
栓
に
な
っ
て
い

る
水
道
施
設
に
つ
い
て
基
本
料
金

は
徴
収
し
な
い
」
こ
と
に
な
り
し

た
。

　

使
用
し
て
い
な
い
水
道
施
設
で
、

基
本
料
金
を
お
支
払
い
い
た
だ
い

て
い
る
お
客
様
は
、
上
下
水
道
課

に
「
水
道
使
用
中
止
届
」
を
提
出

さ
れ
る
と
、
基
本
料
金
を
い
た
だ

か
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
該
当

す
る
水
道
施
設
を
所
有
し
て
い
る

お
客
様
に
つ
き
ま
し
て
は
手
続
き

を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

な
お
、
閉
栓
し
た
水
道
施
設
を

再
使
用
す
る
場
合
は
、
上
下
水
道

課
の
窓
口
で
開
栓
手
続
き
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
手
続
き
の
際
、
手

数
料
五
百
円
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
上
下
水
道
課
上
水
道
係

（�
�
２
１
１
１
内
線
２
８
３
）、

営
業
係
（
内
線
２
８
４
）
ま
た
は

豊
田
支
所
上
下
水
道
係
（�
�
３

１
１
１
内
線
１
６
２
）

　

「
我
が
家
の
環
境
大
臣
」
は
各

家
庭
で
楽
し
み
な
が
ら
「
環
境
に

や
さ
し
い
く
ら
し
」
に
取
り
組
め

る
よ
う
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
教
材

・
情
報
誌
等
を
通
し
て
支
援
す
る

環
境
省
の
事
業
で
す
。
環
境
に
や

さ
し
い
生
活
を
す
る
こ
と
を
宣
言

す
る
家
庭
（
エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
）

と
我
が
家
の
環
境
大
臣
（
エ
コ
フ

ァ
ミ
リ
ー
の
リ
ー
ダ
ー
）
を
募
集

し
ま
す
。

　

自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
か
ら

楽
し
く
取
り
組
ん
で
行
き
ま
し
ょ
う
。

登
録
費
用

入
会
金
・
年
会
費
は
無
料
で
、
年

間
を
通
し
て
い
つ
で
も
登
録
で
き

ま
す
。

登
録
方
法

○
家
庭
（
一
世
帯
）
ま
た
は
個
人

に
つ
い
て
は
、
直
接
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
を
通
し
て
登
録
し
ま
す
。

○
複
数
の
家
庭
や
グ
ル
ー
プ
（
ご

近
所
同
士
、
市
民
団
体
、
企
業
等

の
仲
間
）
に
つ
い
て
は
市
役
所
環

境
課
窓
口
ま
た
は
豊
田
支
所
市
民

環
境
課
窓
口
で
登
録
し
ま
す
。

登
録
す
る
と

オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
テ
ッ
カ
ー
、
任
命

証
、
情
報
誌
な
ど
が
も
ら
え
ま
す
。

　

な
お
、
エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
特

に
決
め
ら
れ
た
活
動
を
す
る
こ
と

を
義
務
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
環
境
省
か
ら
提
供
す

る
グ
ッ
ズ
等
を
自
由
に
活
用
い
た

だ
き
、
ご
自
分
の
ご
家
庭
に
あ
っ

た
「
我
が
家
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
エ
コ

ラ
イ
フ
」
を
送
る
こ
と
に
お
役
立

て
く
だ
さ
い
。

※
そ
の
他
詳
し
い
詳
細
に
つ
い
て

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.eco-fam

ily.go.jp

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
環
境
課
環
境
係
（�
�
２

１
１
１
内
線
２
４
７
）
ま
た
は
豊

田
支
所
市
民
環
境
課
市
民
環
境
係

（�
�
３
１
１
１
内
線
１
３
５
）

◆
メ
ー
タ
ー
交
換
時

　
　
　
　

の
注
意
点

　

水
道
メ
ー
タ
ー
は
、「
計
量
法
」
に
よ
り
、
そ
の
有
効
期
限
が
八
年
間

と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　

市
で
は
、
有
効
期
限
が
満
了
す
る
前
に
、
新
し
い
水
道
メ
ー
タ
ー
に
交

換
を
行
い
ま
す
。
今
年
は
平
成
十
一
年
に
設
置
し
た
メ
ー
タ
ー
を
、
市
が

委
託
し
た
水
道
工
事
業
者
が
七
月
か
ら
十
月
中
旬
の
間
に
交
換
を
行
い
ま

す
の
で
、
該
当
す
る
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〜
エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
な
ろ
う
〜

「「「「「「「「「「「「「「「「
我我我我我我我我我我我我我我我我
がががががががががががががががが
家家家家家家家家家家家家家家家家
のののののののののののののののの
環環環環環環環環環環環環環環環環
境境境境境境境境境境境境境境境境
大大大大大大大大大大大大大大大大
臣臣臣臣臣臣臣臣臣臣臣臣臣臣臣臣
」」」」」」」」」」」」」」」」

 「
我
が
家
の
環
境
大
臣
」

をををををををををををををををを
募募募募募募募募募募募募募募募募
集集集集集集集集集集集集集集集集
しししししししししししししししし
まままままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすすすす

を
募
集
し
ま
す

水
道
メ
ー
タ

道
メ
ー
タ
ー 
の 
一
斉
交
換

一
斉
交
換
を
行
い
ま
す

を
行
い
ま
す

閉
栓
時
の
基
本
料
金

の
廃
止
に
つ
い
て

��
�
�
�
�

�
�
�
�
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�
�

�
�
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市
で
は
健
や
か
な
妊
娠
や
出

産
を
支
援
す
る
た
め
、
中
野
市

不
妊
治
療
補
助
金
交
付
要
綱
を

改
正
し
ま
し
た
。

　

こ
の
要
綱
は
、
不
妊
治
療
を

行
っ
て
い
る
ご
夫
婦
に
医
療
費

の
一
部
を
補
助
す
る
も
の
で
、

七
月
一
日
か
ら
申
請
の
回
数
を

二
回
か
ら
三
回
に
拡
大
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
平
成
十
九
年
四
月
一

日
以
降
の
治
療
に
つ
い
て
拡
大

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
詳
し
い
内
容
や
申
請
方
法
に

つ
い
て
は
、
直
接
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
子
育

て
課
子
ど
も
支
援
係
（�
�
２

１
１
１
内
線
３
５
６
）

�
�
�
�
�
�
�
�
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土
と
釉
薬
の
収
縮
率
の
違
い
に

よ
っ
て
生
じ
る
無
数
の
貫
入
（
ひ

び
）
が
、
小
さ
な
薔
薇
の
花
の
よ

う
に
見
え
る
「
薔
薇
貫
入
釉
（
ば

ら
か
ん
に
ゅ
う
ゆ
う
）」と
い
う
独

特
な
釉
薬
を
用
い
る
本
間
友
幸
氏

の
作
品
を
、
四
十
八
点
展
示
し
ま

す
。
古
く
か
ら
続
く
貫
入
青
磁
の

伝
統
の
中
に
あ
る
本
間
氏
の
作
品

を
通
じ
て
、
こ
れ
ま
で
に
積
み
重

ね
ら
れ
て
き
た
伝
統
の
先
端
に
立

ち
、
今
を
新
た
に
紡
ぎ
ゆ
く
現
代

陶
芸
家
の
一
人
と
し
て
土
に
向
か

う
作
家
の
試
み
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
間　

七
月
二
十
二
日�
ま
で

開
館
時
間　

午
前
九
時
か
ら
午
後

五
時
ま
で

休
館
日　

月
曜
日
、
祝
日
の
翌
日

会
場　

信
州
中
野
銅
石
版
画
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
（
一
本
木
公
園
内
）

入
館
料　

一
般
三
百
円
、
高
校
生

百
五
十
円

問
い
合
わ
せ
先　

信
州
中
野
銅
石

版
画
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（�
�
４
８

０
１
）

本間友幸�����
���
		���
����

薔薇貫入釉　四方皿「光彩の薔薇」
2005年制作（部分拡大）

薔薇貫入釉　花器
「耿風（こうふう）の薔薇」2006年制作

・中学生以下の方
・中野市在住の70歳以上の方
・身体障害者手帳、療育手帳または精神
障害者保健福祉手帳のいずれかをお持
ちの方と付き添いの介護者

無料でご覧いただける方

作品　窓辺の人（1956）

企画展 ��������	�������

　高橋政文は1926年（大正15年）、長丘村（現中野市）田麦で生
まれました。中村琢二、安井曽太郎の二人に師事し、連続して
一水会展、日展に入選するなど、その活動に期待されましたが、
1971年（昭和46年）に45歳の若さで早世されました。
　この度、高橋政文氏を取り上げるにあたり、人物画に焦点を
あてました。氏は色彩豊かな風景画をよく描きますが、一方で
は人物画も描いています。モデルを素直な目で捉えた作品は、
風景画とは別の、氏の人柄を表しているかのようです。
　本展示会では、人物画８点を中心に風景画を交えた高橋政文
の世界をご紹介します。

期　間／８月26日(日)まで
会　場／中野市歴史民俗資料館
時　間／午前９時から午後５時まで
休館日／月曜日、祝日の翌日
入館料／無料
問い合わせ先／中野市歴史民俗資料館
　　　　　　　�（２ ２）  ２００５
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六
月
九
日
に
Ｓ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ

土
曜
生
ワ
イ
ド
「
わ
い
わ
い
ワ

イ
ド　

ラ
ジ
オ
の
王
様
」
が
、
Ｌ

ａ
Ｌ
ａ
公
園
（
中
央
広
場
公
園
）

に
て
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
タ
ジ
オ
を

設
け
て
生
放
送
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
な
か
の
バ
ラ
ま
つ

り
開
催
に
あ
わ
せ
て
行
わ
れ
た

も
の
で
、
市
の
紹
介
や
さ
く
ら

ん
ぼ
狩
り
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
な

ど
盛
り
沢
山
に
、
正
午
過
ぎ
か
ら

三
時
間
半
余
り
放
送
し
ま
し
た
。

　

番
組
の
中
で
、
売
れ
る
農
業
推

進
室
は
九
分
間
、
農
産
物
Ｐ
Ｒ
や

き
の
こ
消
費
宣
伝
を
行
い
ま
し
た
。

放
送
で
は
、
中
野
市
は
エ
ノ
キ
タ

ケ
の
生
産
量
が
日
本
一
で
、
ぶ
な

し
め
じ
や
エ
リ
ン
ギ
、
ナ
メ
コ
な

ど
も
生
産
し
て
い
る
き
の
こ
の
産

地
。
こ
れ
か
ら
の
暑
い
時
期
に
き

の
こ
消
費
が
低
迷
す
る
こ
と
か
ら
、

多
く
の
皆
さ
ん
に
、
夏
に
お
い
し

い
き
の
こ
料
理
を
紹
介
す
る
た
め
、

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
菊
池
恵
子
さ
ん

と
坂
橋
克
明
さ
ん
に
「
き
の
こ
の

シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
サ
ラ
ダ
」「
き
の
こ

の
浅
漬
け
」「
き
の
こ
の
宝
石
ゼ
リ

ー
」
の
三
品
を
試
食
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
両
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の

お
す
す
め
は
「
き
の
こ
の
宝
石
ゼ

Ｓ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ
「
ラ
ジ
オ
の
王

様
」
生
放
送
に
出
演
！

〜
夏
に
お
い
し
い
き
の
こ
料
理

を
紹
介
〜
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七
月
は
、
子
ど
も
相
談
室
か

ら
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す
。

�
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
を
あ
な
た

の
胸
に�

　

お
気
づ
き
で
し
ょ
う
か
。
子

ど
も
部
の
職
員
の
胸
に
オ
レ
ン

ジ
リ
ボ
ン
が
つ
い
て
い
る
こ
と

を
。

　

今
、
ブ
ル
ー
リ
ボ
ン
「
拉
致

被
害
者
の
生
存
と
救
出
を
支
援
」、

レ
ッ
ド
リ
ボ
ン
「
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染

者
へ
の
理
解
と
支
援
」
な
ど
、

リ
ボ
ン
を
シ
ン
ボ
ル
に
し
た
運

動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
は
、
児
童

虐
待
を
未
然
に
防
ご
う
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
リ
ボ
ン
で
す
。

　

皆
さ
ん
が
リ
ボ
ン
を
見
て
、

 「
こ
れ
何
の
リ
ボ
ン
」と
聞
い
て

い
た
だ
き
、
関
心
を
持
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
た
。

・ 
子
育
て
を
し
て
い
る
時
、
い

ろ
ん
な
気
持
ち
が
湧
い
て
き

ま
す
ね
。
一
人
で
抱
え
き
れ

な
く
な
っ
た
ら
、
そ
の
重
荷

を
お
ろ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

・
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
は
「
あ
な

た
と
お
話
し
ま
し
ょ
う
、
気

持
ち
を
分
か
ち
合
い
ま
せ
ん

か
」 と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

・
自
分
の
気
持
ち
に
気
づ
く
こ

と
は
、
子
ど
も
の
虐
待
の
予

防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

・
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、

子
ど
も
相
談
室
に
相
談
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

　

市
で
は
平
成
十
九
年
三
月
に
、

医
療
機
関
、
民
生
児
童
委
員
、

人
権
擁
護
委
員
、
児
童
相
談
所

等
の
関
係
機
関
が
、
虐
待
児
童

等
の
適
切
な
保
護
と
支
援
を
行

う
た
め
の
「
子
ど
も
サ
ポ
ー
ト

連
絡
協
議
会
」
を
設
置
い
た
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
子
ど
も
相
談
室
で
は
、

関
係
機
関
と
連
携
し
て
虐
待
を

始
め
、
い
じ
め
や
不
登
校
、
暴

力
行
為
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
を
抱
え
る
子
ど
も
や
そ
の
家

庭
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

子
ど
も
電
話
相
談

�
�
３
１
９
１ （
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
用
）

リ
ー
」
と
絶
賛
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
市
で
発
行
し
て

い
る
「
夏
の
ギ
フ
ト
カ
タ
ロ
グ
」

の
Ｐ
Ｒ
も
行
い
ま
し
た
。

　

放
送
終
了
後
、
視
聴
者
の
方

か
ら
、
電
話
や
手
紙
で
ギ
フ
ト

カ
タ
ロ
グ
や
き
の
こ
料
理
の
レ

シ
ピ
が
欲
し
い
と
反
響
が
あ
り
、

マ
ス
コ
ミ
を
活
用
し
た
良
い
消

費
宣
伝
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

▲ＬａＬａ公園での公開生放送
　の様子

　

子
育
て
中
の
視
点
で
、
子
育
て

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
に
協
力
し

て
い
た
だ
け
る
方
を
公
募
し
ま
す
。

応
募
資
格　

市
内
に
在
住
さ
れ
、

小
学
校
就
学
前
の
お
子
さ
ん
を
お

持
ち
の
方
で
月
二
回
程
度
、
平
日

の
昼
間
の
会
議
に
出
席
で
き
る
方

募
集
人
員　

五
名
程
度

応
募
方
法　

子
育
て
支
援
に
関
す

る
意
見
・
提
言
を
原
稿
用
紙
一
枚

か
ら
二
枚
に
ま
と
め
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
載
の

う
え
、
直
接
持
参
し
て
い
た
だ
く

か
、
簡
易
書
留
等
の
確
実
な
方
法

に
よ
り
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切　

七
月
二
十
日�
必
着

決
定
方
法　

選
考
に
よ
り
決
定

問
い
合
わ
せ
・
応
募
先　

市
役
所

子
育
て
課
子
ど
も
支
援
係

〒
三
八
三
‐
八
六
一
四　

中
野
市

三
好
町
一
丁
目
三
番
十
九
号

（�
�
２
１
１
１
内
線
３
５
６
）
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●
現
況
届
の
提
出
に
つ
い
て

　

児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る

方
は
、
毎
年
現
況
届
を
提
出
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
、
提
出
を
さ
れ
て
い
な
い
方

は
、
至
急
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
所
得
制
限
に
よ
り
児
童
手
当
を

　

受
給
さ
れ
て
い
な
い
方

　

前
年
度
、
所
得
制
限
に
よ
り
児

童
手
当
が
受
給
で
き
な
か
っ
た
方

も
、
家
族
の
状
況
、
所
得
及
び
控

除
の
内
容
が
昨
年
と
違
う
場
合
に

は
児
童
手
当
が
受
給
で
き
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
該
当
さ
れ
る
と

思
わ
れ
る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
提
出
先　

市
役
所

子
育
て
課
子
ど
も
支
援
係
（�
�

２
１
１
１
内
線
３
５
６
）
ま
た
は

豊
田
支
所
子
ど
も
課
子
ど
も
係

（��
３
１
１
１
内
線
１
２
６
）

児
童
手
当
の

児
童
手
当
の

受
給
手
続
を
し
ま
し
ょ
う

受
給
手
続
を
し
ま
し
ょ
う



　

六
月
二
十
三
日
、
市
役
所
で
栄

誉
賞
の
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
栄
誉
賞
を
受
賞
し
た
の

は
、
市
内
田
上
出
身
で
、
現
在
は

札
幌
市
南
区
に
あ
る
陸
上
自
衛
隊

冬
季
戦
技
教
育
隊
に
所
属
し
て
い

る
青
木
正
和
さ
ん
で
す
。
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　市では、総合的に環境学習保全対策を進めるための環
境基本計画を策定中です。このコーナーでは、市民の皆
さんが取り組んでいる環境保全美化活動や環境学習など
について紹介しています。
　第４回の今月は、豊田地域を中心に活動をされている
皆さんを紹介します。

　ふるさと虹の会（代表　小橋高子さん・豊津）は、会員が
お互いに自分自身を高め、生き生きと輝くことによってふる
さと豊田地域が住みよい地域となることを目指して、平成13
年に発足し現在の会員数は26名です。
　４月には、市環境課の伊藤課長を講師に、地球温暖化の原
因、ごみ処理の現状、 資源物のリサイクル、そして、10月から
始まるプラスチック製容器包装の分別について学習しました。
　代表の小橋さんは、今後は、学習会で学んだことをお年寄
りや子どもに伝えて、ふるさとのすばらしい自然・環境を守
り、次世代に引き継ぐためにみんなで知恵を出し合い、少し
でも地域のために役立ちたいとおっしゃっていました。

４４

��������	
��


����さんに������

　

表
彰
式
で
は
、
関
係
者
が
出
席

す
る
中
、
青
木
市
長
か
ら
表
彰
状

と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

青
木
さ
ん
は
、
平
成
十
九
年
三

月
八
日
か
ら
北
海
道
で
開
催
さ
れ

た
「
第
七
十
八
回
宮
様
ス
キ
ー
大

会
国
際
競
技
会
」
の
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
競
技
に
お
い
て
優
勝
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
こ
の
功
績
を
た
た

え
、
栄
誉
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

栄
誉
賞
は
、「
ス
ポ
ー
ツ
の
分
野

に
お
い
て
顕
著
な
成
績
を
あ
げ
た

も
の
又
は
学
芸
、
芸
術
そ
の
他
の

分
野
に
お
い
て
文
化
の
興
隆
に
貢

献
し
た
も
の
で
、
市
民
に
明
る
い

希
望
を
与
え
た
も
の
」
に
対
し
て

表
彰
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

田
上
出
身　

青
木
正
和
さ
ん

　

市
で
は
、
平
成
三
年
五
月
に
オ

ー
プ
ン
し
た
「
北
信
濃
ふ
る
さ
と

の
森
文
化
公
園
」
一
帯
の
活
性
化

の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
た

め
、
関
係
団
体
か
ら
選
出
さ
れ
た

委
員
と
と
も
に
関
わ
っ
て
い
た
だ

く
委
員 （
無
報
酬
）を
公
募
し
ま
す
。

応
募
資
格　

平
成
十
九
年
四
月
一

日
現
在
、
市
内
に
住
所
又
は
勤
務

先
を
有
す
る
満
二
十
歳
以
上
の
方

募
集
人
員　

若
干
名

委
員
任
期　

委
嘱
の
日
か
ら
二
年
間

応
募
方
法　

北
信
濃
ふ
る
さ
と
の

森
文
化
公
園
一
帯
に
寄
せ
る
思
い

又
は
活
性
化
提
案
に
つ
い
て
、
原

稿
用
紙
一
枚
（
四
百
字
）
程
度
に

ま
と
め
、
応
募
用
紙
に
、
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
を
記
載
の
う
え
、

文
化
公
園
整
備
推
進
室
ま
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切　

七
月
二
十
七
日�

問
い
合
わ
せ
・
応
募
先　

市
役
所

文
化
公
園
整
備
推
進
室
推
進
係

（�
�
２
１
１
１
内
線
２
７
６
、

Ｆ
Ａ
Ｘ�
５
９
２
５
）

第78回 宮様スキー大会国際競技会

平成１9年７月　広報なかの  16
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 「
北
信
濃
ふ
る
さ
と
の
森
文
化
公
園
一
帯

活
性
化
懇
話
会
」
委
員
を
公
募
し
ま
す

17　 平成１9年７月　広報なかの

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
地
域
の

活
性
化
や
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
目
的

に
、
長
野
県
民
球
団
「
信
濃
グ
ラ

ン
セ
ロ
ー
ズ
」
を
応
援
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
松
橋
良
幸
主
将
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
掲
載
し
ま
す
。

Ｑ
。
中
野
市
の
印
象
は
。

Ａ
。
温
か
く
迎
え
て
い
た
だ
き
、

頑
張
れ
と
声
を
か
け
て
く
だ
さ

る
こ
と
に
、
大
変
う
れ
し
く
思

っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
。
好
き
な
食
べ
物
は
。

Ａ
。
キ
ノ
コ
で
す
！
（
笑
）

Ｑ
。
い
つ
も
心
が
け
て
い
る
事
は
。

Ａ
。
ど
ん
な
時
で
も
全
力
で
一
生

懸
命
、
取
り
組
む
こ
と
で
す
。

Ｑ
。
皆
さ
ん
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

Ａ
。
チ
ー
ム
の
全
員
が
思
っ
て
い

る
こ
と
で
す
が
、
皆
さ
ん
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
を
、
プ
レ
ー
を

通
し
て
示
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

何
と
し
て
も
勝
て
る
よ
う
、
全

力
で
ぶ
つ
か
っ
て
い
き
ま
す
。

頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑
張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張
れれれれれれれれれれれれれれれれれれれれ
！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

頑
張
れ
！

信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信
濃濃濃濃濃濃濃濃濃濃濃濃濃濃濃濃濃濃濃濃
ググググググググググググググググググググ
ララララララララララララララララララララ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
セセセセセセセセセセセセセセセセセセセセ
ロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズ

　

信
濃
グ
ラ
ン
セ
ロ
ー
ズ���������������������

松橋良幸 主将

今後の試合日程（７月８日～８月５日、県内会場分）
会　場対戦相手開始時間日　　程
上田県営石川ミリオンスターズ13:00７月８日�
中野市営新潟アルビレックス13:00７月14日�
小諸南城富山サンダーバーズ13:00７月15日�
長野五輪石川ミリオンスターズ18:00７月20日�
飯田県営新潟アルビレックス13:00７月21日�
長野五輪新潟アルビレックス18:00７月27日�
諏訪湖ス新潟アルビレックス13:00７月29日�
飯田県営富山サンダーバーズ13:00８月４日�

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
信
濃

グ
ラ
ン
セ
ロ
ー
ズ
へ
の
応
援
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
募
集
し
ま
す
。
官

製
は
が
き
、
封
書
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
、

氏
名 （
ペ
ン
ネ
ー
ム
可
） ・ 
メ
ッ
セ

ー
ジ
・
連
絡
先
を
記
載
の
う
え
、

左
記
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

あ
て
先　

〒
三
八
三
―
八
六
一

四　

中
野
市
三
好
町
一
丁
目
三

番
十
九
号　

市
役
所
庶
務
課
秘

書
広
報
係

Ｆ
Ａ
Ｘ　�
０
３
４
９

Ｅ
メ
ー
ル　

hisho@
city.nakan

o.nagano.jp

※７月14日(土)は、チケット販売・引き換えを行いません。
　中野陣屋前広場でパブリックビューイングが予定されています。

　

売
れ
る
農
業
推
進
室
で
は
、
中

野
市
産
の
農
産
物
や
市
内
で
製
造

さ
れ
た
食
品
な
ど
を
よ
り
多
く
の

皆
さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
、

期
間
を
定
め
、
商
品
と
引
き
換
え

る
こ
と
が
で
き
る
定
額
の
ギ
フ
ト

カ
ー
ド
「
信
州
中
野
ま
ご
こ
ろ
の

カ
ー
ド
」
を
発
行
し
ま
す
。

　

こ
の
カ
ー
ド
に
掲
載
す
る
商
品

を
募
集
し
ま
す
の
で
、
販
売
を
希

望
し
た
い
方
の
ご
応
募
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
夏
・
冬
に
実
施
し
て
お

り
ま
す
「
ギ
フ
ト
カ
タ
ロ
グ
」
と

は
異
な
る
も
の
で
す
。
ご
不
明
な

点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

取
扱
商
品　

市
内
で
生
産
さ
れ
た

農
産
物
、
食
品
、
特
産
物
で
、
カ

ー
ド
有
効
期
間
内
に
中
野
市
振
興

公
社
へ
納
品
で
き
、
贈
答
品
と
し

て
宅
配
可
能
な
も
の

カ
ー
ド
有
効
期
間　

九
月
一
日
〜

平
成
二
十
年
二
月
二
十
九
日

掲
載
料　

無
料

手
数
料　

取
引
商
品
一
個
当
た
り

百
三
十
円

提
出
書
類　

商
品
企
画
書
、
商
品

写
真
（
写
真
は
一
商
品
に
つ
き
一

枚
必
要
で
す
）

応
募
締
切　

七
月
二
十
日�

販
売
取
扱
者　

中
野
市
振
興
公
社

問
い
合
わ
せ
先　

売
れ
る
農
業
推

進
室 （��
２
１
１
１
内
線
３
８
１
）

���
�
�
�
�
�
	


�
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�
�
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�
�
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�
�
�
�
�
	


�
�

　

市
内
の
特
産
物
等
を
よ
り
多
く

の
皆
様
に
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
、

農
産
物
や
食
品
を
集
め
た
『
二
〇

〇
七
夏
の
ギ
フ
ト
カ
タ
ロ
グ
』
を

発
行
し
ま
し
た
。
こ
の
ギ
フ
ト
カ

タ
ロ
グ
は
、
市
内
全
戸
と
、
ふ
る

さ
と
信
州
中
野
会
な
ど
に
配
布
い

た
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
ギ
フ
ト
カ
タ
ロ
グ
は
、

掲
載
業
者
が
四
十
社
・
七
十
八
品

目
と
、
前
年
よ
り
二
倍
に
増
え
、

内
容
が
さ
ら
に
充
実
い
た
し
ま
し

た
。
お
世
話
に
な
っ
た
方
や
親
し

い
方
な
ど
へ
の
贈
り
物
に
、
ど
う

ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ギ
フ
ト
の
取
り
扱
い
は
…

中
野
市
振
興
公
社
（�
�
２
１
１

１
内
線
２
９
９
）

�
�
�
��
�
�
�
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▲昨年発行したカード
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受験申し込み　市役所庶務課職員係
問い合わせ先　�22‐2111（内線209･213）

受験申込
受付期間

第一次試験受　験　資　格採用予
定人員

試験区分
日時・場所科　目その他要件住所要件年　　齢

７月９日�
　　

～

　　
８月10日�

９月16日�
午前８時45分

中野市役所
　会議室

･教養
･専門
･論文
･性格診断
･対人適応
 性検査
･資格調査

保育士の資格を有する
者（平成20年３月31日ま
でに当該資格を取得す
る見込みの者を含む）か
つ、短期大学卒業程度の
学力を有する者

平成19年５
月１日現在、
中野市の住
民で、将来
にわたって
居住する予
定の者（勉
学などで他
へ居住して
いる者を含
む）

日本国籍を有
する者で、昭和
56年４月２日
から昭和63年
４月１日まで
に生まれた者

２名
程度

保育士
中　
　

級

･教養
･事務適正
 検査
･論文
･性格診断
･対人適応
 性検査
･資格調査

高等学校卒業程度の学
力を有する者

日本国籍を有
する者で、昭和
61年４月２日
から平成２年
４月１日まで
に生まれた者

１名
程度

一般事務
初　
　

級

������
　平成20年度採用予定の市職員及び北信広域連合職員の採用試験および市職員採用選考考査を行います。

中野市

受験申込
受付期間

第一次試験受　験　資　格採用予
定人員

考査区分
日時・場所科　目その他要件住所要件年　　齢

７月９日�
　　

～

　　
８月10日�

９月16日�
午前８時45分

中野市役所
　会議室

･教養
･論文
･性格診断
･対人適応
 性検査
･資格調査

身体障害者手帳の交付を
受け、かつ、その障害の
程度が１級～６級までの
者。かつ、自力により通
勤ができ、介護者なしで
職務遂行が可能で、受験
案内の活字と同じ大きさ
の活字による印刷文の出
題に対応できる者

平成19年５月１
日現在、中野市
の住民で、将来
にわたって居住
する予定の者
（勉学などで他
へ居住している
者を含む）

日本国籍を
有する者で、
昭和55年４
月２日から
平成２年４
月１日まで
に生まれた
者

１名
程度

一般事務
 （身体障害
者対象） 

初　
　

級

受験申し込み　北信広域連合事務局総務係（中野市豊田支所内）
問い合わせ先　�３８‐５０５０北信広域連合

受験申込
受付期間

第一次試験受　験　資　格採用予
定人員

試験区分
日時・場所科　目その他要件住所要件年　　齢

７月13日�
　　

～

　　
８月10日�

９月16日�
午前８時45分

中野市豊田支所
２階大会議室

･教養
･論文
･適性検査
･性格検査
･資格調査

看護師の資格を有す
る者（平成20年３月
31日までに当該資格
を取得する見込みの
者を含む）かつ、短
期大学卒業程度の学
力を有する者

問いません

日本国籍を有
する者で、昭和
37年４月２日
から昭和63年
４月１日まで
に生まれた者

若干名

看護師
中　
　

級

高等学校卒業程度の
学力を有する者

平成19年６月１
日現在、組織市
町村（中野市、
飯山市、山ノ内
町など）の住民
で、将来にわた
って居住する予
定の者（勉学な
どで他へ居住し
ている者を含む）

日本国籍を有
する者で、昭和
47年４月２日
から平成２年
４月１日まで
に生まれた者

介護員等
(介護･調
理･事務)

初　
　

級
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入
学
当
初
。
一
年
生
の
教
室
を

の
ぞ
い
て
み
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な

風
景
で
す
ね
。
机
が
唯
一
の
安
心

で
き
る
場
所
で
し
が
み
つ
い
て
い

て
離
れ
な
い
Ａ
君
は
、
先
生
の
好

奇
心
を
そ
そ
る
学
校
探
検
へ
の
い

ざ
な
い
で
心
が
動
い
た
。
理
科
準

備
室
に
足
を
踏
み
入
れ
た
Ａ
君
は
、

そ
こ
で
が
い
骨 （
人
体
模
型
）と
出

会
っ
た
。
驚
き
の
大
発
見
で
す
。

教
室
に
戻
っ
た
Ａ
君
は
、
得
意
に

な
っ
て
ま
わ
り
の
友
だ
ち
に
話
し

て
い
る
。
そ
こ
に
は
初
め
の
不
安

や
自
信
の
な
さ
は
吹
き
飛
ん
で
い

た
。
子
ど
も
た
ち
の
緊
張
感
や
不

安
感
は
、
ベ
ー
ル
を
は
が
す
よ
う

に
日
一
日
と
薄
ら
い
で
い
き
ま
す
。

　

そ
ん
な
最
中
、保
護
者
か
ら「
い

つ
に
な
っ
た
ら
勉
強
す
る
ん
で
す

か
」
と
質
問
が
く
る
ん
で
す
。
ま

だ
始
め
ま
せ
ん
。
ど
の
子
も
Ａ
君

に
見
る
よ
う
な
心
の
ほ
ぐ
れ
や
友

だ
ち
と
の
学
校
生
活
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
く
る
と
、
子
ど
も
た

ち
の
方
か
ら
「
先
生
勉
強
や
ろ
う

よ
！
」
の
兆
し
を
見
せ
て
き
ま
す
。

こ
こ
ぞ
※ 「 　
  
啄  
同  
時 
」で
教
科
の

そ
っ 
た
く 
ど
う 
じ

学
習
が
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　

子
ど
も
は
た
く
さ
ん
の
思
い
を

も
っ
て
帰
り
ま
す
。「
お
母 （
父
）

さ
ん
あ
の
ね
」
と
語
り
か
け
て
く

る
子
ど
も
の
表
情
を
見
て
し
っ
か

り
と
向
き
合
い
、
吹
き
出
し
て
く

る
話
を
驚
き
の
心
を
持
っ
て
聞
き

出
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
子
ど
も

は
そ
の
こ
と
を
明
日
の
学
校
生
活

の
希
望
に
つ
な
げ
て
い
く
。
二
年

生
、
三
年
生
に
と
っ
て
も
同
じ
こ

と
で
す
ね
。

　

親
も
担
任
も
身
辺
整
理
の
で
き

る
子
に
し
た
い
。
基
本
的
な
生
活

習
慣
や
マ
ナ
ー
、
学
習
習
慣
を
身

に
つ
け
さ
せ
た
い
と
願
い
ま
す
。

こ
れ
は
全
て
情
緒
を
育
む
こ
と
に

つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
情
緒
と
は
、
友
だ
ち
の�
悲

し
み�
や�
喜
び�
の
気
持
ち
を

感
じ
ら
れ
る
感
性
の
こ
と
で
す
ね
。

五
月
号
で
述
べ
た
よ
う
に
、
情
緒

の
芽
は
乳
幼
児
期
に
で
き
て
育
ま

れ
、
児
童
前
期
に
入
る
と
生
活
や

学
習
活
動
の
中
で
豊
か
に
花
開
い

て
い
け
る
時
で
す
が
、
知
識
や
理

く
つ
で
は
開
き
ま
せ
ん
。

　

例
え
ば
、
前
に
向
か
っ
て
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
父
の
生
き
方
に
触
れ

て
い
っ
た
と
き
、
心
が
動
い
て
憧

れ
の
感
情
が
生
ま
れ
、
情
緒
と
な

っ
て
育
ま
れ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
学
級
で
自
由
に
自
分
の

意
見
が
言
え
た
り
、
聞
い
て
も
ら

え
る
間
柄
が
で
き
て
く
る
と
「
み

ん
な
で
言
い
合
え
る
か
ら
勉
強
が

楽
し
い
」
と
思
え
る
情
緒
が
育
つ

と
共
に
、
学
び
の
学
習
習
慣
が
つ

く
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
二
年
生
く
ら
い
ま
で

は
夢
と
現
実
の
世
界
を
自
由
に
行

き
来
で
き
る
時
で
す
。
童
話
を
読

み
、
童
謡
を
歌
う
な
ど
美
し
い
も

の
に
触
れ
て
美
的
情
緒
を
育
ん
で

い
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
情
緒
が
豊
か
に

育
ま
れ
て
い
け
ば
深
刻
な
い
じ
め

問
題
も
起
こ
っ
て
こ
な
い
は
ず
で
す
。

　

廊
下
を
走
り
ま
わ
る
子
に
、
走

る
な
！
と
声
を
か
け
る
と
「
は
い
」

と
返
事
を
す
る
が
、
ま
た
す
ぐ
に

走
り
出
す
。
子
ど
も
は
常
に
動
き

ま
わ
る
体
勢
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
を
授
業
だ
と
い
っ
て
机
に
つ

か
せ
る
こ
と
は
大
変
な
こ
と
な
ん

で
す
。
で
す
か
ら
、
朝
始
業
前
や

中
間
休
み
に
は
思
い
っ
き
り
体
を

動
か
し
て
遊
ば
せ
ま
す
。
そ
う
す

る
と
机
に
つ
い
て
の
学
習
に
集
中

で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
や
町
か
ら
子
ど
も

の
歓
声
が
聞
こ
え
な
く
な
っ
て
久

し
い
。
子
ど
も
は
空
間（
遊
び
場
）、

時
間
（
忙
し
い
）、
仲
間
（
少
子
化
）

を
失
い
群
れ
て
ガ
ヤ
ガ
ヤ
と
び
ま

わ
る
本
来
の
外
遊
び
が
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
一
人

室
内
で
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
な
ど
に
夢

中
に
な
る
遊
び
に
変
わ
っ
て
し
ま

っ
た
。

　

学
習
と
遊
び
が
一
体
的
な
も
の

で
あ
る
な
ら
ば
、
遊
び
の
弱
体
化

は
、
学
ぶ
意
欲
の
低
下
に
も
つ
な

が
っ
て
い
き
ま
す
。
今
や
子
ど
も

の
本
来
的
な
遊
び
の
回
復
が
求
め

ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。 

　児童前期（１年～３年）になると、子どもは勉強や遊びでやる気をおこしたり、新しいことを
考えたり、人間らしい気ばたらきの力を発現してくるようになります。そして、親子一体的な姿
から自立する子どもへと成長していくんですね。

ぼ
く「
が
い
骨
」が

ぼ
く 「
が
い
骨
」 が

住
ん
で
い
る
お
部
屋
を

住
ん
で
い
る
お
部
屋
を

見
つ
け
た
よ
！

見
つ
け
た
よ
！

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
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�編集�
中野市教育委員会

―子どもの育ちに寄せる願い― 第 ３ 章 児童前期の育ち （１）

No.４

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

春の遠足、平岡小学校１年生
（高梨館跡公園にて）

み
ん
な
で

み
ん
な
で

「
言
い
合
え
る
」か
ら

 「
言
い
合
え
る
」 か
ら

勉
強
が
楽
し
い
ん
だ
！

勉
強
が
楽
し
い
ん
だ
！

汗
し
て
遊
ぶ
子
は

汗
し
て
遊
ぶ
子
は

勉
強
で
も
汗
を
す
る

勉
強
で
も
汗
を
す
る

※　
　

啄
同
時

「　

」
と
は
、
今
ま
さ
に
生

ま
れ
出
よ
う
と
雛
が
卵
の
中

か
ら
殻
を
破
ろ
う
と
す
る
こ

と
で
、「
啄
」
と
は
、
親
鳥

が
外
か
ら
く
ち
ば
し
で
卵
の

殻
を
つ
つ
く
こ
と
で
す
。

　

そ
れ
が
同
時
と
い
う
こ
と

は
、
生
ま
れ
出
よ
う
と
す
る

も
の
と
、
そ
れ
を
手
助
け
し

よ
う
と
す
る
も
の
と
の
タ
イ

ミ
ン
グ
が
ピ
ッ
タ
リ
合
う
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
。



�������������������������������������������������������� �������������������������������������������������������� �������������������������������������������������������������
������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

夏本番！市民プールオープン!!

今月の表紙

　６月24日、中野市民プールがオープンし、午前10
時の開場と同時に、入口に並んでいた80人ほどが一
斉に入場しました。この日の入場者数は260人。途中、
雨が降る場面もありましたが、水の中で子どもたち
が元気いっぱいに遊んでいる姿が印象的でした。　
なお、Ｂ＆Ｇ海洋センタープールのオープンは７月
22日、市民水泳大会は８月26日です。大勢の皆さん
のお越し・参加をお待ちしています。お問い合わせ
は、スポーツ振興課�26－3572まで。

��������	
��

　６月17日、北信合同庁舎駐車場において第３回中野
市消防団ポンプ操法・ラッパ吹奏大会が開催されました。
　当日のポンプ操法大会では、ポンプ車操法と小型ポ
ンプ操法に分かれ競技を行い、ラッパ吹奏大会では、
規律と息のあった吹奏を行いました。
　また、今回は女性消防団員による小型ポンプの模擬
操法も行われました。
　この大会は、消防活動の基本となる規律と実戦的な
消防技術及を競うことを目的に行われているものです。

▲小型ポンプ操法の様子
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▲竹とんぼ作りに熱中

　６月３日、斑尾高原豊田スキー場において第３回斑
尾ふるさと祭りが開催されました。当日は市内外から
約1,300人が訪れ、自然散策、餅つき大会、竹とんぼ作
り、草そり、また、｢あかしやの花」や「コシアブラ」
といった山菜の天ぷらが無料で提供され、長い行列が
できるほど好評でした。このほか「魚のつかみ取り」
や「さくらんぼの種飛ばし」も行われ、子どもたちに
大人気でした。訪れた皆さんは、新緑の大地で自然と
の触れ合いを楽しんでいました。

▲狙いを定めて魚のつかみ取り

��������	


　男女共同参画週間中の６月25日、市民会館会議室に
おいて市長を囲んでふれあいトーキングが開催されま
した。
　当日は、「夢があり、豊かで活力ある中野市に」を
テーマに市長から講演があり、続いての意見交換では、
参加された女性の方から多くの活発な意見が出されて
いました。

��������	
��
��
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　６月17日、市民会館駐車場脇において中野市消費者
の会主催による手づくり石けんの講習会が開催されま
した。当日は食用廃油を使用した、固形せっけんとプ
リン石けんを作りました。
　また、６月15日、16日には市内12箇所の交換基地で
食用廃油と手づくり石けんの交換が行われ、約170リッ
トルの食用廃油が回収できました。
　これは、資源再利用と河川浄化並びに石けんの交換
及び普及のために行われたものです。

��������	


��������	
��
�

▲固形石けんを約100個作りました ▲様々な意見が出されました

��������
　６月23日、間山の真引川でふるさとのホタルを楽し
む会が開催されました。
　当日は約90名が参加する中、まずは中山晋平記念館
に集合して、中野ホタルの会の清水照雄さんからホタ
ルの住む環境や観察する時の注意などのお話を聞き、
その後、真引川沿いを歩いてホタルを観察しました。
　参加された皆さんは、きれいな夜空の下で、ホタル
が無数に飛び交う何とも幻想的な風景を楽しんでいま
した。

▲親子連れで大勢の方が参加しました

　６月15日、安源寺地内の高丘トンネル坑内において、
北陸新幹線高丘トンネルの貫通式が関係者の出席のも
と行われました。
　この北陸新幹線高丘トンネルは、上信越自動車道や
志賀中野有料道路の下を通過しているトンネルで、総
延長が約6,900ｍあり平成12年３月から工事を進めて
きたもので、平成21年３月に完成する予定です。

▲樽神輿で貫通を祝いました
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�▼ 東山児童公園。バレ
ーボール大会、盆踊り、
秋祭りの会場。

�▲ ナウマン象の臼歯（市指定有
形文化財）。1971年、東山団地
の宅地造成現場で発見された。

�▼ 新保豊田神社のクヌギ（市指
定天然記念物）。クヌギとしては
巨木で、樹齢は300年前後。

�▲ 柳の宮。昔、コリヤ
ナギの栽培が盛んで、
兵庫県から分社された。

���
���

�

�����

　４月に春祭りと慰霊祭を、９月には神楽
とその年の干支をのせた屋台が区内を練り
歩く秋祭りと「柳の宮」のお祭りを、11月
には新嘗祭を新保豊田神社で開催していま
す。６月には分館の主催により区民運動会
を実施しているほか、１月には育成会の主
催によりどんど焼きを行っています。

　東山区では、第２日曜日に組単位や全
体で草刈などの大掃除を行っているほか、
秋祭りやバレーボール大会、盆踊りとい
った分館事業があります。また、「チビッ
コサポート東山役員会」といって、子ど
もたちをどういうふうに育てていくかを
皆で考える場もあります。

No.�

 東 
ひがし

  山  区
やま

   新   保  区
しん ぼ

周
辺
施
設
マ
ッ
プ

周
辺
施
設
マ
ッ
プ

倭地区倭地区

科野科野
地区地区

平岡平岡
地区地区

中野中野
地区地区

永田地区永田地区

豊津地区豊津地区

上今井上今井
地区　地区

長丘長丘
地区地区

平野平野
地区地区

高丘高丘
地区地区

延徳延徳
地区地区

日野日野
地区地区

　

今
回
ご
紹
介
す
る
「
し
の
の
め
会
」
は
、

草
だ
ら
け
だ
っ
た
歩
道
に
お
花
を
植
え
よ

う
と
六
年
前
に
発
足
し
た
会
で
、
現
在
三

名
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
は
、
春
と
秋
に
歩
道
と
延
徳

駅
ロ
ー
タ
リ
ー
へ
の
花
植
え
と
会
員
の
中

に
は
、
は
ち
の
会
の
会
員
も
い
る
こ
と
か

ら
、
は
ち
の
会
が
行
っ
て
い
る
花
植
え
へ

の
参
加
も
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
毎
年
、
前
年
に
植
え
た
花
の
様
子

を
見
な
が
ら
今
年
は
ど
ん
な
花
を
植
え
れ

ば
い
い
か
、
丈
夫
で
す
ぐ
に
枯
れ
な
い
花

は
ど
れ
か
を
考
え
る
の
が
楽
し
い
反
面
苦

労
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
そ
う
で
す
。

　

会
長
の
田
中
惠
子
さ
ん
は
、「
現
在
は
三

名
で
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
花
壇
を
耕
し

た
り
、
水
く
れ
や
草
刈
り
を
近
所
の
方
達

が
何
気
な
く
手
伝
っ
て
く
だ
さ
っ
た
り
、

家
族
の
協
力
も
あ
っ
て
こ
こ
ま
で
き
て
い

ま
す
の
で
大
変
あ
り
が
た
く
感
謝
し
て
い

ま
す
」
と
の
こ
と
。「
こ
れ
か
ら
も
、
会

員
達
自
身
も
楽
し
み
な
が
ら
、
ま
た
、
道

行
く
人
達
に
き
れ
い
だ
ね
と
喜
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
花
を
植
え
、
育
て
て
い
き
た
い
」

と
お
話
し
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

しののめ会
会長　田 中　惠 子
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�
出
会
っ
た
き
っ
か
け
は

（
洋
香
さ
ん
）
二
年
前
の
二
月
に

野
沢
温
泉
ス
キ
ー
場
で
同
じ
サ
ー

ク
ル
の
集
ま
り
で
来
て
い
た
彼
に

出
会
い
、
友
人
か
ら
彼
の
連
絡
先

を
聞
い
て
、
連
絡
を
取
り
合
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

（
一
幸
さ
ん
）
会
っ
て
す
ぐ
私
か

ら
告
白
し
て
付
き
合
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

�
第
一
印
象
は

（
一
幸
さ
ん
）
笑
顔
が
素
敵
だ
な

と
思
い
ま
し
た
。

（
洋
香
さ
ん
）
社
交
的
な
人
だ
な

と
思
い
ま
し
た
。

�
お
互
い
の
す
て
き
な
と
こ
ろ
は

（
一
幸
さ
ん
）
周
り
に
気
を
使
っ

て
く
れ
る
し
、
私
の
足
り
な
い
と

こ
ろ
を
補
っ
て
く
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

（
洋
香
さ
ん
）
友
達
が
多
い
こ
と

と
、
大
き
な
体
で
何
事
も
受
け
止

め
て
く
れ
る
と
こ
ろ
で
す
（
笑
）

�
ど
ん
な
家
庭
を
築
い
て
い
き
た

い
で
す
か

（
一
幸
さ
ん
）
友
達
が
た
く
さ
ん

遊
び
に
来
て
く
れ
る
家
庭
に
し
た

い
で
す
。 洋
香
さ
ん
、今
の
気
持
ち

の
ま
ま
ず
っ
と
一
緒
に
い
よ
う
ね
。

（
洋
香
さ
ん
）
明
る
く
暖
か
い
家

庭
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。
一
幸
さ

ん
、
わ
が
ま
ま
で
子
供
っ
ぽ
い
私
だ

け
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す�

春　原　一　幸  さん  （34歳）
　　　　洋　香  さん  （27歳）

（吉田）
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ぼ
く
の
将
来
の
夢
は
、
動
物
園

の
飼
育
係
で
す
。
ど
う
し
て
か
と

い
う
と
、
動
物
が
好
き
で
、
い
ろ

い
ろ
な
動
物
の
元
気
な
姿
を
お
客

さ
ん
に
見
せ
た
い
か
ら
で
す
。
ぼ

く
は
四
年
生
の
時
、
飼
育
係
で
ウ

サ
ギ
小
屋
の
そ
う
じ
、
エ
サ
く
れ
、

水
か
え
を
し
ま
し
た
。
大
変
で
し

た
。
そ
れ
と
五
年
生
に
な
っ
て
、

ペ
ッ
ト
の
犬
の
ル
ー
ジ
ュ
の
散
歩

の
時
、
お
父
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に

つ
い
て
っ
て
、
ル
ー
ジ
ュ
の
リ
ー

ド
を
持
っ
て
み
る
と
、
す
ご
く
重

か
っ
た
で
す
。
大
変
で
し
た
。
散

歩
か
ら
帰
る
と
、
す
ご
く
手
が
い

た
か
っ
た
で
す
。
だ
け
ど
楽
し
か

っ
た
で
す
。
ま
た
ル
ー
ジ
ュ
と
い

っ
し
ょ
に
散
歩
に
行
き
た
い
で
す
。

ぼ
く
は
動
物
園
の
飼
育
係
に
な
り

た
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
い
ろ
い

ろ
な
動
物
の
事
を
勉
強
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
、
い

ろ
い
ろ
な
動
物
の
食
べ
物
（
エ
サ
）

や
、
育
て
方
な
ど
で
す
。
そ
れ
は

と
て
も
大
変
だ
と
思
い
ま
す
。
で

も
動
物
園
の
飼
育
係
と
い
う
夢
を

か
な
え
る
た
め
に
が
ん
ば
り
た
い

で
す
。
こ
れ
が
ぼ
く
の
夢
で
す
。

�
動
物
園
の
飼
育
係
に
な
り
た
い�
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新
婚
さ
ん
募
集
！

こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
登
場
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

市
役
所
庶
務
課
秘
書
広
報
係
へ
！　
�
２
２
―
２
１
１
１
（
内
線
２
１
２
）

��������	
��
��

　６月19日、青木市長が母校の南宮中学校に講師とし
て招かれ、「中野市の未来について」をテーマに体育
館で講演を行いました。これは、同校の総合学習の一
環として開催されたもので、当日は３学年の生徒約200
名が参加しました。講演では、市長の中学生時代の話
に始まり、３月に策定した中野市総合計画に基づいて、
市が「緑豊かなふるさと　文化が香る元気なまち」を
目指して施策を進めていることなどについてお話があ
りました。また、「高校や大学に行くことが目標では
ないことを自覚してほしい。友達と語りながらでもい
いので、自分が何をしたいか考えてみてください」と
いうメッセージもありました。最後は信州中野一文字
大賞の結果について触れ、生徒一人ひとりが、色紙に
今の気持ちを表わす一文字を書きました。

��������	
��
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公
共
下
水
道
や
農
業
集
落
排
水

の
区
域
外
に
あ
る
一
般
住
宅
を
対

象
に
、
小
型
合
併
処
理
浄
化
槽
の

設
置
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し

て
い
ま
す
。
７
月
１
日
よ
り
補
助

金
額
が
改
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
直
接
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

改
定
後
補
助
金
額

・
５
人
槽　
　

万
２
千
円

35

・
６
〜
７
人
槽　
　

万
千
円

44

・
８
人
槽
以
上　
　

万
８
千
円

58

※
平
成　

年
度
ま
で
は
右
記
の
金

21

額
に
加
え
て
、
さ
ら
に　

万
円

10

の
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

働
く
婦
人
の
家
で
は
、
現
在
ゆ

が
み
改
善
体
操
講
座
・
茶
道
講
座

な
ど
前
期
講
座
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、　

月
か
ら
後
期
講
座

11

を
開
催
す
る
計
画
で
す
。

　

こ
の
後
期
講
座
の
開
催
に
あ
た

っ
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
（
女
性
）

の
希
望
講
座
を
募
集
し
ま
す
。
ご

希
望
の
講
座
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

働
く
婦
人
の
家
へ
７
月　

日�
ま

20

で
に
電
話
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、お
寄
せ
い
た
だ
い
た
講
座

は
、日
程
等
の
関
係
に
よ
り
開
催
さ

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

お知らせ

中野市役所
�22-2111
FAX(広報直通)
22-2445
豊田支所
�38-3111

発
売
期
間
及
び
有
効
期
限　

８
月

１
日�
〜
平
成　

年
１
月　

日�

20

31

※
売
れ
切
れ
た
時
点
で
販
売
終
了

発
行
内
容　

１
０
０
０
円
券　

枚
11

綴
り
（
１
万
１
０
０
０
円
分
）
を

１
万
円
で
販
売

購
入
限
度
額　

一
人
あ
た
り　

万
円

10

※
詳
し
く
は
、
直
接
お
問
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

支
給
の
対
象
者　

戦
没
者
等
の
死

亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、
平
成　

年
17

４
月
１
日
に
お
い
て
、
公
務
扶
助

料
や
遺
族
年
金
等
を
受
け
る
方
が

い
な
い
場
合
に
、
ご
遺
族
お
一
人

に
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

支
給
内
容　

額
面　

万
円
、　

年

40

10

償
還
の
記
名
国
債

※
対
象
と
な
る
ご
遺
族
の
先
順
位

な
ど
、
詳
し
く
は
、
直
接
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

浄
化
槽
設
置
事
業

補
助
金
額
の
改
定

環
境
課
衛
生
係（
内
線
２
４
５
）

ま
た
は
豊
田
支
所
市
民
環
境

課
市
民
環
境
係（
内
線
１
３
５
）

�働
く
婦
人
の
家

市
民
希
望
講
座
の
募
集

働
く
婦
人
の
家

�
２
６
９
１

�

期
日　

８
月
1
日�

時
間　

午
後
6
時　

分
か
ら

30

会
場　

中
央
公
民
館　

講
堂

講
師　

小
林
フ
ィ
デ
ア
さ
ん
（
飯

綱
町
在
住
）

演
題　

「
ソ
ー
テ
サ
ワ
サ
ワ
・
い

の
ち
の
重
さ
は
み
ん
な
同
じ
」

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

〜
特
別
弔
慰
金
の
届
出
〜

福
祉
課
厚
生
保
護
係（
内
線
２

９
５
ま
た
は
豊
田
支
所
健
康

福
祉
課
福
祉
係（
内
線
１
２
１
）

�

　

平
成　

年
度
よ
り
受
付
の
第
８

17

回
特
別
弔
慰
金
の
請
求
期
限
が
、

平
成　

年
３
月
末
で
終
了
と
な
り

20

ま
す
。
ま
だ
請
求
さ
れ
て
い
な
い

方
、
ま
た
、
対
象
と
思
わ
れ
る
方

が
お
り
ま
し
た
ら
お
早
め
に
お
届

け
く
だ
さ
い
。

　

催
眠
商
法
は
、
近
所
の
家
の
車

庫
・
駐
車
場
・
空
き
店
舗
な
ど
を

会
場
と
し
て
、
無
料
で
日
用
品
を

配
っ
た
り
、
安
く
売
っ
て
、「
も

ら
わ
な
い
と
損
、
買
わ
ね
ば
損
」

と
い
う
よ
う
な
一
種
の
催
眠
状
態

を
作
り
出
し
、
最
後
に
高
額
な
布

団
な
ど
を
買
わ
せ
る
商
法
で
す
。

　

最
近
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
旅
行

で
被
害
に
遭
う
ケ
ー
ス
も
発
生
し

て
い
ま
す
。
こ
の
ケ
ー
ス
で
は
、

旅
行
会
社
と
業
者
が
手
を
組
ん
で

い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
旅

行
の
計
画
を
さ
れ
る
場
合
に
は
十

分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
催
眠
商
法
の
場
合
は
、

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
期
間
（
８
日
間
）

内
で
あ
れ
ば
、
無
条
件
で
契
約
を

解
除
で
き
ま
す
。

８
月
１
日
よ
り
発
売

「
元
気
が
出
る
商
品
券
」

中
野
商
工
会
議
所
ま
ち
づ
く

り
対
策
室　
�
２
１
９
１

�

催
眠
商
法
に

ご
注
意
を
！

市
民
課
生
活
交
通
安
全
係（
内
線
２

３
８
）ま
た
は
豊
田
支
所
市
民
環
境

課
市
民
環
境
係
（
内
線
１
３
５
）

�

人
権
教
育
講
座

中
野
人
権
セ
ン
タ
ー

�
２
２
８
７

豊
田
人
権
セ
ン
タ
ー

�
３
５
２
２

�

�

�

�

�

�������������������������

�������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

被保険者・年金受給者の皆様へ
★年金記録をもう一度確認させてください
　社会保険庁では年金記録の相談を受け付けています。
○電話相談　「ねんきんダイヤル」
　　　　　　０５７０－０５－１１６５
　　　　　　「ねんきんあんしんダイヤル」
　　　　　　０１２０－６５７８３０（フリーダイヤル）
　　　　　　　※土・日を含め２４時間電話相談を実施
○来訪相談　平日は毎日午後７時まで受け付け（７月まで）
○インターネットのＩＤ・パスワード方式による年金加入履歴
　の取得をご利用ください（http://www.sia.go.jp）
★国民年金保険料免除制度があります！
　経済的な理由などで保険料を納めることが困難な場合には、
申請により保険料の納付が免除・猶予となる制度があります。
○全額免除・一部納付（一部免除）制度
○若年者納付猶予制度（３０歳未満の方が対象）
※学生の方は、学生納付特例制度をご利用ください。
問い合わせ先　市民課国民年金係（内線２３７）
豊田支所市民環境課市民環境係（内線１３５）
長野北社会保険事務所（�０２６（244）４１００）

夏の交通安全やまびこ運動
～信濃路は ルールとマナーの 走るみち。 ～

７月２５日(水)～３１日(火)
▽運動の重点
①　高齢者の交通事故防止
②　後部座席を含めたシートベルト・チ

ャイルドシート着用の徹底
③　飲酒運転の根絶
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二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
を
減

ら
す
こ
と
が
で
き
る
信
州
の
優
れ

た
取
組
み
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

応
募
さ
れ
た
取
組
み
は
専
門
家

に
よ
る
選
定
委
員
会
で
審
査
し
、

表
彰
さ
れ
ま
す
。
最
優
秀
賞
に
は

全
国
大
会
へ
の
出
場
権
と
奨
励
金

　

万
円
、
優
秀
賞
や
努
力
賞
に
も

10奨
励
金
を
進
呈
し
、
こ
れ
か
ら
の

活
動
を
応
援
し
ま
す
。

応
募
期
限　

７
月　

日�
午
後
５
時

20

※
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

　

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

http
://
w
w
w
.d
ia.janis.o

r.jp
/̃

nccca/

　

栽
培
き
の
こ
の
産
地
か
ら
、
き

の
こ
の
持
つ
魅
力
を
多
く
の
皆
さ

ん
に
発
信
し
て
い
た
だ
け
る
人
材

育
成
を
目
指
し
て
、
き
の
こ
の
ソ

ム
リ
エ
「
信
州
き
の
こ
マ
イ
ス
タ

ー
」
認
定
講
座
を
開
設
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
入
門
コ
ー
ス
の
「
信

州
き
の
こ
マ
イ
ス
タ
ー
・
ベ
ー
シ

ッ
ク
」
認
定
講
座
の
受
講
生
を
募

集
し
ま
す
。

受
験
対
象
者　

き
の
こ
に
関
心
が

あ
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
受
講
可

申
込
期
間　

７
月
２
日�
〜　

日
31

�
（
期
間
内
消
印
の
み
有
効
）

※
先
着
順
に
よ
り
定
員
に
な
り
次

　

第
締
め
切
り
ま
す
。

講
座
日
程　

８
月　

日�
か
ら
４

28

日
間
、
９
月
１
日�
か
ら
３
日
間

の
ど
ち
ら
か
を
選
べ
ま
す
。

募
集
定
員　

各
日
程　

名
30

受
講
料　

３
万
５
０
０
０
円

※
副
教
材
は
別
途
実
費
負
担
有

試
験
日　

９
月
８
日�

※
詳
し
く
は
、
直
接
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

◎
二
酸
化
炭
素
の
排
出
削
減

　

地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な

る
温
室
効
果
ガ
ス
の
う
ち
、

最
も
大
き
な
原
因
と
な
る
ガ

ス
は
「
二
酸
化
炭
素
」
で
す
。

　

中
野
市
地
球
温
暖
化
防
止

実
行
計
画
で
は
、
市
役
所
で

直
接
行
う
事
務
事
業
に
よ
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
に
伴
い
排

シリーズ
地球温暖化防止⑯

出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
の
総

排
出
量
を
、
平
成　

年
度
を

16

基
準
年
度
と
し
平
成　

年
度

22

に
お
い
て　

％
削
減
す
る
こ

10

と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
総
排
出
量

18

は
省
エ
ネ
活
動
の
徹
底
に
よ

り
、
平
成　

年
度
と
比
べ
て

16

　

％
削
減
す
る
こ
と
が
で
き

2.4ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
市
役
所
で
直

接
行
う
事
務
事
業
に
お
い
て
、

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
に

有
効
な
手
段
で
あ
る
も
の
に

つ
い
て
は
率
先
し
て
実
行
し
、

更
な
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出

削
減
に
努
め
ま
す
。

信
州
減
Ｃ
Ｏ
２
づ
く
り

コ
ン
テ
ス
ト
２
０
０
７

げ
ん　
　
 
こ　
　
　
 
つ

長
野
県
地
球
温
暖
化
防
止
活

動
推
進
セ
ン
タ
ー

０
２
６ （　

） ６
６
２
５

237

�

信
州
き
の
こ
マ
イ
ス
タ
ー

認
定
講
座

受
講
生
募
集

信
州
き
の
こ
マ
イ
ス
タ
ー
認

定
協
議
会
（
職
業
訓
練
法
人

中
高
職
業
訓
練
協
会
内
）

�
３
０
０
５

�

　農作物の被害防止を図るため、市猟友会のご協力
により害鳥獣駆除を実施します。
■害鳥駆除（カラス、ムクドリほか）
�実 施 日　14日�、21日�、28日�
　対象区域　中野地域（農地周辺）
　　　　　　※豊田地域は別途実施
　駆除時間　日の出より概ね２時間
■害獣巡回駆除（ニホンザル、イノシシ）
�実 施 日　11日�、25日�
　対象区域　栗和田から桜沢にかけた山際
　駆除時間　午後１時30分から概ね２時間

※駆除実施中は、銃器を使用するため大変危険です
ので、駆除時間には対象区域に近づかないようご
協力をお願いします。

問い合わせ先　農作物害鳥獣駆除推進協議会事務局
（市役所農政課内�（22）２１１１内線２５１、有
線２０６４４）

害鳥駆除 ・ 害獣巡回駆除《７月の実施日程》

７月は河川愛護月間
　身近な自然空間の河川環境をみんなの手で守りまし
ょう。
　国などの行政機関では、河川環境の保全・再生への
取り組みを積極的に推進しています。
　この機会に、改めて河川愛護を考えましょう。また、
７月７日は七夕にちなみ「天の川」のイメージがある
ことから、「川の日」と定められています。

エネルギー別二酸化炭素排出量（kg-CO2）

増減率
（％）平成18年度平成16年度

（基準年度）排出要因

3.64,360,8034,208,509電気の使用

△12.1698,428794,713Ａ重油の使用

△13.2979,0811,127,389灯油の使用

△18.080,24997,870都市ガスの使用

0.657,49657,180ＬＰＧの使用

△2.4144,893148,402ガソリンの使用

△29.798,316139,780軽油の使用

△2.46,419,2666,573,843合　計

（二酸化炭素排出量の算定にあたっては、平成11年
環境庁温室効果ガス排出量算定に関する検討結果に
よって示されている排出係数を使用しています。）
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犯
罪
被
害
者
等
の
相
談
窓
口

県
企
画
局
人
権 
･ 
男
女
共
同

参
画
課
０
２
６ （　

） ７
１
０
６
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�

　
　

リ
サ
イ
ク
ル
と
ゴ
ミ
の
減

量
化
の
た
め
、
ご
家
庭
で
使
わ

な
く
な
っ
た
物
や
欲
し
い
物
を

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
掲
載
し
て

い
る
以
外
の
物
も
あ
り
ま
す
の

で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
６
月　

日
現
在
で
掲
載
）

28

★
肘
掛
け
座
椅
子
★
ロ
ー
ラ
ー

ブ
レ
ー
ド
★
ス
キ
ー
セ
ッ
ト
★

大
人
用
三
輪
車
★
テ
ニ
ス
ラ
ケ

ッ
ト
★
子
供
服
（
女
の
子
用
）

★
ダ
ン
ベ
ル
★
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ

★
五
月
人
形
★
プ
リ
ン
タ
ー
・

ス
キ
ャ
ナ
ー
★
食
器
棚
★
タ
イ

ヤ
チ
ェ
ー
ン
★
破
魔
矢
★
水
槽

（
飼
育
セ
ッ
ト
付
）
★
す
べ
り

台 （
室
内
用
）★
電
気
ス
ト
ー
ブ

�
ゆ
ず
り
ま
す

★
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
★
鏡
台

★
ジ
ャ
ッ
キ
★
カ
ラ
オ
ケ
テ

ー
プ
・
Ｃ
Ｄ
★
ぶ
ど
う
収
穫
箱

★
ラ
ジ
カ
セ
★
Ｃ
Ｄ
ラ
ジ
カ
セ

★
Ｍ
Ｄ
コ
ン
ポ
★
三
味
線
★
車

イ
ス
★
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
ラ
ケ
ッ

ト
★
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
★
ス
ノ

ー
シ
ュ
ー
★
か
ん
じ
き
★
カ
ー

オ
ー
デ
ィ
オ
★
カ
ラ
オ
ケ
セ
ッ

ト
★
窓
用
ク
ー
ラ
ー
★
自
転
車

★
電
動
自
転
車
★
シ
ル
バ
ー
カ

ー
（
手
押
し
）
★
子
供
服
（
双

子
の
男
の
子
用
）
★
テ
レ
ビ
★

車
用
ス
ピ
ー
カ
ー
（
屋
根
設
置
）

★
ガ
ス
コ
ン
ロ
★
幼
児
用
自
転

車
★
掃
除
機
★
冷
蔵
庫
★
溶
接

機
★
ベ
ビ
ー
カ
ー
★
洗
濯
機

申
し
込
み
先　

市
民
課
生
活
交

通
安
全
係
（
内
線
２
３
８
）

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課
生
活

交
通
安
全
係
（
内
線
２
３
８
）

ま
た
は
豊
田
支
所
市
民
環
境
課

市
民
環
境
係
（
内
線
１
３
３
）

�
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い�

リ
サ
イ
ク
ル

リ
サ
イ
ク
ル

▼
県
警
察
本
部 
警
察
安
全
相
談
室

�
０
２
６ （　

） ９
１
１
０
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（
毎
日　

時
間
受
付
）

24

▼
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 
長
野
犯
罪
被
害

者
支
援
セ
ン
タ
ー

�
０
２
６
（　

）
７
８
３
０
（
土

233

・
日
・
祝
日
を
除
く
午
前　

時
〜

10

午
後
４
時
、
た
だ
し
、
第
２
・
４

金
曜
日
は
午
前　

時
〜
午
後
７
時
）

10

応
募
要
領　

ポ
ス
タ
ー:

Ｂ
３
判

画
用
紙
（
裏
に
氏
名
明
記
）、
標

語:

メ
ー
ル
、
は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
な

ど
で
何
点
で
も
（
Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
２

６ （　

） ３
７
４
１
、
Ｅ
メ
ー
ル

233

boutsui@
m
x2.avis.ne.jp

）

締
切　

９
月
７
日�
当
日
消
印
有
効

※
詳
し
く
は
、
直
接
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

　

長
野
県
障
害
者
文
化
芸
術
祭

（
夢
・
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
佐
久
）

で
展
示
す
る
作
品
（
今
回
よ
り
川

柳
の
募
集
も
行
い
ま
す
）
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
出
品
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
福
祉
課
障
害
福
祉
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

期
日　

９
月　

日�
〜　

日�

21

23

会
場　

長
野
県
佐
久
創
造
館
（
佐

久
市
）

　

専
門
の
相
談
員
が
ご
相
談
に
応

じ
ま
す
。
ま
た
、
弁
護
士
に
よ
る

相
談
日
も
設
け
ま
す
。（
第
２
・

４
木
曜
日
、
要
予
約
）

受
付　

月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
日

を
除
く
）
午
前
９
時
〜
正
午
、
お

よ
び
午
後
１
時
〜
５
時
（
来
訪
相

談
を
希
望
の
場
合
は
要
事
前
連
絡
）

受
講
資
格　

こ
の
研
修
を
２
日
間

受
講
し
、
後
日
実
施
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
実
習
（
２
日
間
）
参
加
後
、

�

�

�

�
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　裁判員制度は、国民のみなさんに裁判員とし
て殺人などの重大な事件について刑事裁判に参
加していただき、被告人が有罪かどうか、有罪
の場合どのような刑にするかを裁判官と一緒に
決めていただく制度です。
　
Ｑ．裁判員が参加する事件とは？
Ａ．代表的な例をあげると，次のような場合が
　あります。
① 人を殺した場合（殺人）
② 強盗が人にけがをさせたり，死亡させた場
合（強盗致死傷）

③ 人にけがをさせ，その結果，死亡させた場
合（傷害致死）

④ ひどく酒に酔った状態で，自動車を運転し
て人をひき，死亡させた場合 （危険運転致死）

⑤ 人が住んでいる家に放火した場合（現住建
造物等放火）

⑥ 身の代金を取る目的で，人を誘拐した場合
　（身の代金目的誘拐）
⑦ 子供に食事を与えず，放置して，死亡させ
た場合（保護責任者遺棄致死）

詳しくは、
長野地方裁判所ホームページをご覧ください。
　�http://www.courts.go.jp/nagano/
（キーワード 「長野地裁」 でも検索できます。）

～平成21年５月までに始まります～
③

暴
力
団
追
放
ポ
ス
タ
ー
・

標
語
募
集

�
長
野
県
暴
力
追
放
県
民
セ
ン
タ
ー

０
２
６ （　

） ２
１
４
１

235

�

長
野
県
障
害
者

文
化
芸
術
祭
作
品
展

作
品
募
集

福
祉
課
障
害
福
祉
係

（
内
線
２
９
４
）

�

交
通
事
故
に
遭
わ
れ
た
方
の

保
険
金
請
求
に
関
す
る

無
料
相
談
所

�
日
本
損
害
保
険
協
会
長
野
自

動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

０
２
６ （　

） ３
５
８
２

226

�

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
研
修
受
講
者
募
集

北
信
地
方
事
務
所
福
祉
課

�
０
２
０
７

� け
い　
 
ち
ょ
う

「
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
し
て

活
動
し
て
い
た
だ
け
る
方
。

研
修
日
程　

８
月　

日�
〜　

日�

29

30

会
場　

中
野
市
中
央
公
民
館

申
込
期
限　

８
月
１
日�

※
１
日
目
の
講
義
（
２
時
間
） は
、

　

ど
な
た
で
も
聴
講
可 （
申
込
必
要
）

※
申
込
方
法
等
の
詳
細
は
、
直
接

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

27　平成19年７月　広報なかの

見
え
る
と
い
う
、
独
特
な
釉
薬

を
用
い
た
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

常
設
展
「
花
々
の
饗
宴
」

７
月　

日�
〜
９
月　

日�

26

17

※
館
収
蔵
版
画
の
中
か
ら
花
鳥

画
が
描
か
れ
た
作
品
を
中
心

に
展
示
し
ま
す
。

山
田
晃
追
悼
展

７
月　

日�
ま
で

16

野
球
展

７
月　

日�
ま
で

29

横
田
徳
子
と
仲
間
達
展

７
月　

日�
〜
７
月　

日�

18

30

関
堅
三
写
真
展

８
月
１
日�
〜
８
月　

日�
12

企
画
展
「
高
橋
政
文
作
品
展
‐

人
を
描
く
‐
」

８
月　

日�
ま
で

26

※
高
橋
政
文
氏
が
描
く
人
物
画
８

点
を
中
心
に
、
風
景
画
を
交
え

た
作
品
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

「
本
間
友
幸 
薔
薇
貫
入
釉
の

陶
展
‐
無
限
の
再
生
‐
」

７
月　

日�
ま
で

22

※
陶
器
表
面
の
貫
入
（
ひ
び
）
が

無
数
の
小
さ
な
薔
薇
の
よ
う
に

�
�
�
�
�
�
�
�
�	

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
����
�
	


�

展
示
案
内

会場 ・ 問い合わせ先日時相談名

福祉ふれあいセンター
　  （� 26 － 3111）
　 　法律相談は予約が
    必要となりますので、
ご希望の方は福祉ふ
れあいセンターまで
 ご連絡ください。 　

毎週月～金曜日
13:30 ～ 16:30心配ごと相談

毎週月～金曜日
９ :00 ～ 17:00福祉相談

毎週月～金曜日
９ :00 ～ 17:00ボランティア相談

毎月第１・３月曜日
13:30 ～ 15:30法律相談

毎月第１・３日曜日
14:00 ～16:00結婚相談 (    　　　 )

市民会館 44 号
( 内線 335)

(中野地域)７月10日�
13:00 ～16:00

行政相談所
豊田支所相談室
( 内線 116)

(豊田地域)７月10日�
９:00～11:30

人権センター
� ２３－４８１０
面接相談は予約が必要とな
ります。 

(電話)毎週月 ・ 水 ・ 金
９:00 ～17:00

女性相談窓口
(面接)毎週月 ・ 水 ・ 金
９:00 ～13:00

北信地方事務所
� ２３－０２１４

毎月第３木曜日
10 :00 ～ 15:00交通事故巡回相談

福祉会館
( 中野地域からの有線は 21104）

毎月第１・ ３水曜日
14:00 ～ 16:00身体障害者相談所

市子ども相談室
� ２２－２１１１
( 内線 278)

毎週月～金曜日
９ :00 ～ 17:00子ども相談室

� ２３ － ３１９１
(市子ども相談室)

毎週月～金曜日
９ :00 ～ 17:00子ども電話相談３１９１

中央子育て支援センター
(りんごっこ)
� ２２ －２２５９

毎週月・水・金
（休所日を除く）
10:00 ～ 11:00

保健師による子育て
相談

南宮庁舎職業相談室
(�２ ３ － ４７１０）

毎週月～金曜日
８ :30 ～ 17:00職業相談

会場
人権センター

相談は無料、 秘密は厳守
各種相談日程 期

日　

７
月　

日�
21

時
間　

午
後
１
時
〜
３
時

会
場　

中
野
市
民
会
館
会
議
室

相
談
内
容　

不
動
産
・
会
社
の
登

記
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
サ
ラ
金
な
ど

の
消
費
者
問
題
等
に
つ
い
て

※
予
約
は
不
要
で
す
。
秘
密
は
厳

　

守
し
ま
す
。

　

外
国
人
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て

在
留
生
活
が
で
き
る
よ
う
、
無
料

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
外
国
人

を
雇
用
し
た
い
、
あ
る
い
は
外
国

人
を
雇
用
し
て
い
る
事
業
所
の
皆

さ
ん
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

期
日　

７
月　

日�
28

時
間　

午
後
１
時　

分
〜
４
時

30

会
場　

中
野
市
人
権
セ
ン
タ
ー

司
法
書
士
無
料

法
律
相
談
所

県
司
法
書
士
会
飯
山
支
部

０
２
６
９�
３
３
９
５ （
黒
岩
）

�

期
間　

８
月
１
日�
〜　

日�
31

時
間　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
５

30

時場
所　

警
察
本
部
鑑
識
課

（
長
野
市
松
代
町
警
察
機
動
セ
ン

タ
ー
内
）

�
０
２
６
（　

）
９
５
０
０
（
内

278

線
５
１
２
）

外
国
人
対
象
無
料
相
談
会

県
行
政
書
士
会
北
信
支
部
国

際
部
会�
３
９
１
７

�

�
�
�

　

製
氷
機
〈
西
・
高
木
功
様
〉

▼
歴
史
民
俗
資
料
館
展
示
資
料

の
た
め
、

　

古
カ
メ
ラ
他
２
点
〈
小
田
中

・
湯
本
正
造
様
〉

▼
一
本
木
公
園
整
備
の
た
め
、

　

現
金
２
万
円
〈
中
野
ば
ら
切

花
研
究
会
様
〉

▼
透
析
患
者
の
た
め
、

　

現
金　

万
５
０
０
０
円
〈
㈱

27

白
雪
姫
様
〉

平
成　

年
５
月　

日
か
ら

19

29

　
　
　
　

６
月　

日
ま
で

18

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

▼
社
会
福
祉
の
た
め
、

　

現
金　

万
円
〈
西
条
・
黒
鳥

50

甲
子
光
様
〉

▼
野
球
場
利
用
者
の
ア
イ
シ
ン

グ
、
熱
中
症
対
策
と
し
て
、

※
長
野
県
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

は
、「
行
方
不
明
の
人
を
捜
す
相

談
所
」
に
関
す
る
情
報
を
掲
載

し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
覧
下
さ

い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w
w
w
.p
ref.n

ag
an
o
.jp
/

p
o
lice/

 「
行
方
不
明
の
人
を
捜
す

相
談
所
」 の
開
設

中
野
警
察
署
生
活
安
全
刑
事
課
鑑
識
係

�
０
１
１
０ （
内
線
３
５
１
）

�
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中野市健康長寿課
　　   子 育 て 課
豊田支所健康福祉課

��������

三種混合(ジフテリア、 百日せき、 破傷風)

受付時間／午後１時～１時50分

<中野保健センター>
８月６日�…日野、延徳、平野、高丘、
　　　　　　平岡
　　７日�…中野、長丘、科野、倭

<豊田保健センター >
８月８日�…豊田地域全域

１期初回＝３か月～１歳の乳幼児
　　　　　 （３～８週間隔で３回
　　　　　接種）
１期追加＝１歳６か月～３歳の幼
　　　　　児（１期初回終了後12
　　　　　～18か月の間に１回）
《７歳６か月未満まで接種可能》

対
象
・
接
種
方
法

乳幼児健康診査

市の人口市の人口
（平成19年６月１日現在） （平成19年６月１日現在）

人　口　４６,３０５人（＋ 9）
　男　　２２,４０１人（＋ 5）
　女　　２３,９０４人（＋ 4）
世帯数　１４,８３７戸（－ 2）

�������
受付時間／午後１時～１時30分
会場／中野保健センター
持ち物／母子健康手帳、オムツ、
　　　　バスタオル

対　　象健 診 日健診名

19年３月生まれ７月24日�
３か月
健 診

18年11月生まれ７月25日�７か月
健 診

17年12月生まれ７月27日�
１歳 
６か月
健 診

17年６月生まれ７月23日�２ 歳
健 診

16年６月生まれ７月26日�３ 歳
健 診

※都合の悪い場合は、翌月お出かけ
　ください。

��������	
��
�

���������	
��


��������	
��
����

��������	
��
�

�����

��������	
��
�

������������ ��������	
�
も も こ

（ ）は前月１日比 （  ） は前月１日比

����
持ち物／母子健康手帳、予診票

ＢＣＧ(接種年齢は３～６か月未満の乳児)

期日／７月24日�
受付時間／午後１時～１時30分
会場／中野保健センター
対象／平成19年３月生まれ
※３か月健診時に行います。

※詳しくは、健康カレンダーをご覧
ください。

期日／８月３日�
時間／午後１時15分～４時
会場／中野保健センター
持ち物／筆記用具、母子健康手帳、
　　　　歯ブラシ
内容／母と子の歯の健康、妊婦体験、
　　　もく浴演習、講話「チャイル
ドシートの装着について」

������
　次のことでお悩みの方に、精神神
経科医師が相談に応じます。
子供－こだわりが強い、登校拒否、
　　　家庭内暴力、過食など
大人－イライラ、 不眠、物忘れ、 意欲
　　　減退、おかしな事を言うなど
日時／７月19日�
時間／午後２時～４時
会場／中野保健センター
※相談は無料ですが、事前に予約が
必要です。相談を希望される方は
７月17日�までに健康長寿課ま
たは豊田支所健康福祉課へお申し
込みください。

�22－2111内線242
�22－2111内線356
�38－3111PHS6120

休日診療所：�23－2255 
休日当番薬局携帯電話　�090-4125－8402 

　(ともに９時～17時。日・祝日のみ) 

日　本　脳　炎

※市では、平成17年５月の厚生労
働省の勧告に沿って、日本脳炎
予防接種の積極的勧奨は行って
いません。

　なお、流行地へ渡航する場合や
蚊に刺されやすい環境にある場
合、本人またはその保護者が希
望する場合は、日本脳炎ワクチ
ンを接種することができます。
この場合、接種対象年齢内であ
れば、接種費用は無料となりま
す。希望のある方はお問い合わ
せください。

Ｂ Ｃ Ｇ
予防接種

������
○内容／血圧測定・検尿・身体計測

栄養相談・歯科相談・介護
相談・育児相談など

保健師、栄養士、歯科衛生士が相談
にお応えします。お気軽にご相談く
ださい。
・中野保健センター　毎週水曜日
　午前10時～11時30分
（８月15日・１月２日は休みです）
・豊田保健センター  毎月第1木曜日
　午前10時～11時30分
（１月３日は休みです）
※各会場とも祝日は休みです



　

と
り
た
て
の
き
ゅ
う
り
を

ま
る
か
じ
り
、
な
ん
と
も
い

え
な
い
み
ず
み
ず
し
く
感
じ

ら
れ
夏
な
ら
で
は
の
食
味
で

あ
る
。
他
に
も
夏
野
菜
に
は

ト
マ
ト
、
ナ
ス
、
枝
豆
、
オ

ク
ラ
、
ゴ
ー
ヤ
、
な
ど
夏
に

は
か
か
せ
な
い
食
材
で
あ
る
。

昔
は
冷
蔵
庫
な
ど
な
い
の
で
井
戸
水

で
冷
や
し
、
野
菜
に
つ
い
た
冷
た
い

井
戸
水
と
一
緒
に
食
べ
た
の
だ
ろ
う
。

　

最
近
は
健
康
志
向
で
夏
野
菜
の
成

分
や
効
能
が
テ
レ
ビ
や
雑
誌
で
紹
介

さ
れ
て
い
る
。
き
ゅ
う
り
の
例
を
と

っ
て
み
る
と
、
き
ゅ
う
り
の　

％
は

96

水
分
で
で
き
て
い
て
、
食
べ
る
と
体

内
の
熱
を
冷
ま
し
て
く
れ
て
利
尿
効

果
も
あ
る
。
そ
し
て
、
き
ゅ
う
り
を

切
っ
た
切
り
口
を
足
の
裏
に
あ
て
、

軽
く
マ
ッ
サ
ー
ジ
す
る
と
爽
や
か
な

清
涼
感
が
感
じ
ら
れ
て
、
寝
苦
し
い

夜
な
ど
良
く
眠
れ
る
か
も
し
れ
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

今
は
一
年
中
季
節
に
関
係
な
く
、

食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
来
て
い

る
物
が
多
い
が
、
野
菜
嫌
い
な
子
供

や
若
者
が
増
え
て
い
る
。
野
菜
農
家

の
人
達
も
一
生
懸
命
工
夫
し
て
、
お

い
し
い
安
全
な
野
菜
を
作
っ
て
く
れ

て
い
る
。
暑
い
夏
と
は
い
え
豊
か
な

め
ぐ
み
に
感
謝
し
つ
つ
、
夏
を
の
り

き
り
た
い
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｋ
）
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季
節
の
コ
ラ
ム

�������

文
化
な
か
の

７
月
、
甲
子
園
に
向
け
て
の
熱
戦
が
始
ま
る
。

３
年
生
に
と
っ
て
は
最
後
の
夏
。

仲
間
と
共
に
練
習
に
励
ん
で
き
た
時
間
に
比
べ
る
と

勝
負
が
決
ま
る
の
は
一
瞬
。

一
瞬
に
泣
き
、
一
瞬
に
喜
び

一
瞬
で
感
動
を
与
え
て
く
れ
る
。

そ
の
一
瞬
に
全
て
を
か
け
て
臨
む
か
ら

何
年
・
何
十
年
た
っ
て
も

鮮
明
に
思
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

高
校
野
球
に
限
ら
ず
、
皆

あ
の
頃
の
一
瞬
の
思
い
出
が
残
っ
て
い
る
は
ず
。

さ
あ
、
一
瞬
を
全
力
で
が
ん
ば
れ
！

悔
い
が
残
っ
て
も
残
ら
な
く
て
も

き
っ
と
良
い
思
い
出
と
し
て
心
に
鮮
明
に
残
る
か
ら
。

講
座
に
い
っ
て
み
よ
う�

〜
公
民
館
講
座 
・ 
写
真
館
〜

一
瞬
の
青
春　

今
も
鮮
明
に
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～公民館講座・写真館～ 特 集

中野市４公民館（中央・西部・北部・豊田）では、いろいろな講座を開いています。
今回の特集では、写真館風に講座をご紹介します。

講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座にににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよようううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううう!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!講 座 に 行 っ て み よ う!!

ふるさと歴史探訪 高杜神社(赤岩)にて

〈中央公民館〉〈中央公民館〉

家庭教育学級 ～楽しんで子育て～

〈中央公民館〉〈中央公民館〉

ガーデニング教室

〈中央公民館〉〈中央公民館〉

鯉のぼりづくり

<西部公民館><西部公民館>

参
加
者
の
声

参
加
者
の
声

　

毎
年
新
し
い
講
座
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
家
で
は
自
由
気
ま
ま
に
描
か
せ

る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
し
ね
。

市民登山教室 白山(日本百名山)の頂より

〈中央公民館〉〈中央公民館〉

昨年は７月29、30日石川県・白山に登山しました。

高齢者大学 随時、申込みを受け付けています

〈中央公民館〉〈中央公民館〉
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特 集

子育ていきいきサロン ～料理教室～

参加者の声参加者の声
　調理実習ということで大変勉強になり、メニュー
も手が込んでいて、また作ってみたいと思います。

あるある探検隊

親子・家族で自然・農業・伝統行事の体験活動に
チャレンジ

＜＜あるあるあるある夏休み探検隊＞間もなく開講夏休み探検隊＞間もなく開講

<西部公民館><西部公民館>

親子で歌いつごう 日本の歌百選

<西部公民館><西部公民館>

オカリナを作って演奏しよう

参
加
者
の
声

参
加
者
の
声

　

自
分
で
作
り
あ
げ
た
オ
カ
リ
ナ

を
僕
の
宝
に
し
た
い

公民館に行くと何かに会える…自然や人、ものに触れ合える。
色々なコミュニケーションが生まれます。
※講座等について、ご意見、ご要望をお聞かせください。

チャレンジ子ども教室
〈豊田公民館〈豊田公民館〉〉

親子料理教室親子料理教室 親子きのこ教室親子きのこ教室 紙飛行機を飛ばそう紙飛行機を飛ばそう

　チャレンジ子ども教室では、他にも｢絵手
紙｣｢森の探検｣など草花や動物の名前や紙

工作など、大人になる

前に知っておきたいことを楽しく学びます
。

『平成19年度 子育ていきいきサロン』『平成19年度 子育ていきいきサロン』
北部公民館にて参加者募集中北部公民館にて参加者募集中

<北部公民館><北部公民館>

詳しくは今月号の伝言板をご覧ください。
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「
土
木
・
建
築
・
造
園
（
緑
化
）

の
調
和
か
ら
美
し
い
風
景
は
生
み

出
さ
れ
る
。
江
戸
期
日
本
の
園
芸

文
化
は
世
界
一
、
西
洋
よ
り
二
百

年
進
ん
で
い
て
英
国
王
立
園
芸
か

ら
派
遣
さ
れ
た
、
プ
ラ
ン
ト
ハ
ン

タ
ー
が
高
度
な
園
芸
植
物
を
す
べ

て
買
い
込
ん
だ
と
記
録
に
あ
る
。

人
と
自
然
が
調
和
と
秩
序
を
保
っ

て
い
た
。」と
建
築
の
講
義
で
観
る

ス
ラ
イ
ド
四
百
枚
、
そ
の
美
し
さ

に
心
が
豊
か
に
な
っ
た
。

　

今
、
世
界
は
日
本
に
目
を
向
け

て
い
る
―
自
然
の
雨
だ
け
で
保
た

れ
る
庭
園

の
美
し
さ

と
強
さ
―

環
境
浄
化
、

都
市
気
象

改
善
省
エ

ネ
、
園
芸

療
法
す
べ

て
に
通
じ

優
れ
て
い

る
。
欧
米

の
庭
に
、

花
は
芍
薬

（
シ
ャ
ク

ヤ
ク
）、

木
は
紅
葉
、

池
に
蓮
、
鯉
が
泳
ぐ
…
し
か
し
植

栽
は
風
土
に
調
和
し
て
、
決
し
て

日
本
庭
園
で
は
な
い
。

　

ま
た
英
国
の
庭
の
良
さ
は
宿
根
、

球
根
、
花
木
、
葉
を
上
手
に
使
い
、

友
人
と
交
換
し
年
を
経
て
家
主
と

共
に
活
き
て
い
る
庭
の
す
ば
ら
し

さ
！
絵
に
な
る
風
景
だ
が
環
境
に

優
し
い
。
〜
花
を
植
え
る
事
は
す

ば
ら
し
い
事
だ
が
、
花
は
使
い
捨

て
、
そ
の
隣
が
雑
草
だ
ら
け
〜
プ

ラ
ン
タ
ー
が
並
ぶ
光
景
を
「
お
も

て
な
し
の
町
」
と
言
え
る
の
か
な
…

　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｍ
）

こ
ん

に
ち
は

分
館
分
館
分
館
分
館

　

更
科
の
高
井
船
着
神
社
に
は
、

東
山
団
地
西
方
の
尾
根
に
あ
っ

た
古
墳
か
ら
一
九
四
七
年
発
見

さ
れ
た
鏡
（
中
野
市
指
定
文
化

財
）
と
、
剣
の
破
片
、
管
球
一

個
が
保
管
さ
れ
て
い
る
。
古
墳

の
場
所
は
宅
地
造
成
の
た
め
、

破
壊
さ
れ
て
い
る
が
、
西
か
ら

み
る
と
前
方
後
円
墳
に
似
た
形

を
し
て
お
り
、
遺
物
の
埋
葬
も

浅
く
、
何
ら
か
の
事
情
で
墳
形

完
成
前
に
中
断
さ
れ
た
よ
う
に

推
測
さ
れ
る
。

　

管
玉
は
淡
緑
色
し
た
軟
玉
製
で

あ
る
。
剣
は
三
振
で
長
さ
二
六
㌢

以
下
の
短
剣
で
あ
る
。
槍
先
と
し

て
の
使
用
も
可
能
で
あ
る
。

　

鏡
は
直
径
十
一
・
二
㌢
、
重
量

一
五
〇
㌘
あ
る
。
鏡
背
の
内
区

の
文
様
か
ら
捩
文
鏡
と
よ
ば
れ

る
も
の
で
、
外
縁
か
ら
無
紋
帯
、

二
重
の
鋸
歯
文
帯
、
櫛
歯
文
帯
、

珠
文
帯
が
あ
り
、
内
区
に
四
個

の
乳
座
を
配
し
て
、
そ
の
間
に

捩
文
が
四
列
づ
つ
配
し
て
い
る
。

紐
を
通
す
紐
座
の
回
り
に
も
珠

文
が
め
ぐ
っ
て
い
る
。
鏡
に
は

絹
と
思
わ
れ
る
平
織
り
の
布
の

付
着
痕
が
残
っ
て
い
る
。

　

こ
の
捩
文
鏡
は
漢
（
中
国
）

の
怪
獣
鏡
か
ら
影
響
を
う
け
て

倭
鏡
の
獣
毛
鏡
に
変
化
し
、
こ

の
よ
う
な
捩
文
と
な
っ
た
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
鏡
は
岐
阜
県
黒
岩
前
出

古
墳
出
土
鏡
（
宮
内
庁
蔵
）
に

似
て
お
り
、
全
国
に
出
土
例
が

多
く
み
ら
れ
る
。
捩
文
鏡
の
製

作
年
代
は
、
四
世
紀
末
か
ら
五

世
紀
の
短
期
間
と
さ
れ
、
五
世

紀
は
じ
め
こ
ろ
の
中
野
平
の
情

勢
を
知
る
手
が
か
り
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　

檀
原　

長
則

４４

　

こ
ん
に
ち
は
、
更
科
分
館
で
す
。

　

今
日
は
来
る
、
四
月
二
十
九

日
の
昭
和
の
日
に
お
こ
な
わ
れ

た
、
敬
老
研
修
会
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

　

当
日
、
更
科
構
造
改
善
セ
ン

タ
ー
で
午
前
十
時
三
十
分
か
ら

始
ま
り
、
出
席
者
は
区
の
七
十

歳
以
上
の
敬
老
者
と
、
来
賓
と

し
て
区
長
さ
ん
、
民
生
児
童
委

員
さ
ん
、
福
寿
会
々
長
さ
ん
、

地
区
分
館
協
議
会
長
さ
ん
を
お

招
き
い
た
し
ま
し
た
。

　

第
一
部
と
し
て
最
初
に
、
落

語
を
「
飲
々
亭
冷
奴
」、
竹
原
の

畔
上
忠
治
先
生
に
行
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
講
座
名
は
、 「
真

田
小
僧
」
で
し
た
。
楽
し

い
お
話
で
、
皆
さ
ん
が

熱
心
に
聞
い
て
お
ら
れ
、

喜
ん
で
い
た
だ
き
良
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

第
二
部
と
し
て
更
科

地
区
趣
味
の
会
、
更
月

会
の
踊
り
、
更
科
吟
道

会
に
よ
る
詩
吟
、
引
続

き
懇
親
会
に
入
り
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
カ
ラ
オ

ケ
を
敬
老
会
の
方
の
協
力
を
頂

き
行
い
ま
し
た
。

　

多
数
の
皆
様
に
出
席
を
い
た

だ
き
、
盛
大
に
出
来
た
こ
と
を

心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。
御

協
力
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
　
　

分
館
長　

小
林　

正
三

姥
懐
古
墳
の
鏡

更 科 分 館

読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
らららららららららららららららららららら

読
者
か
ら

「「「「「「「「「「「　

年年年年年年年年年年
続続続続続続続続続続
くくくくくくくくくく

年
続
く

２２２２２２２２２２００００００００００００００００００００２００園園園園園園園園園園
芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸
協協協協協協協協協協
会会会会会会会会会会
かかかかかかかかかか
らららららららららら
学学学学学学学学学学
んんんんんんんんんん
だだだだだだだだだだ

園
芸
協
会
か
ら
学
ん
だ

人人人人人人人人人人
とととととととととと
植植植植植植植植植植
物物物物物物物物物物
のののののののののの
関関関関関関関関関関
わわわわわわわわわわ
りりりりりりりりりり
方方方方方方方方方方
」」」」」」」」」」

人
と
植
物
の
関
わ
り
方
」

ふ
る
さ
と
の
歴
史
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今月の伝言板

豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館かかかかかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららららららら豊田公民館から

お問合せ及び　 中 野 市 豊 田 公 民 館
申 込 み 先　  ℡３８－２９２２

中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館かかかかかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららららららら中央公民館から
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

■万葉集を読み味わう
　日本最古の歌集｢万葉集｣を通して、古典文学に親し
んでいただく教養講座です。
日　時　８月28日、９月４日、11日、18日、25日　
　　　　10月２日　　
　　　　(毎週火曜日、全６回)午前10時～11時45分
場　所　中央公民館　講堂
講　師　信州大学名誉教授　滝澤　貞夫　先生
定　員　50名　　　受講料　無　料
持ち物　不要　※教材資料はご用意します
申込み　７月17日(火)から受付を開始します。

■夏休み親子きりえ教室
　夏休みの思い出に｢きりえ｣をつくってみませんか。
初めての人も大歓迎。親子に限らず、ご家族や友達同
士でもご参加いただけます。
日　時　８月１日(水)午前９時30分～11時30分
場　所　中央公民館　教室(二階)
指　導　中野きりえの会の皆さん
定　員　30名　　参加費　無　料
持ち物　デザインナイフ※ない場合は貸出します
申込み　７月９日(月)から

平成20年度中野市統一成人式のお知らせ
　平成20年度から中野市成人式は中野地域・豊田地
域それぞれ統一して開催します。開催期日は５月４
日(みどりの日)です。会場は中野市市民会館です。
　昭和62年４月２日～昭和63年４月１日生れの方が
対象者となります。

成人式実行委員募集のお知らせ
　上記成人式の開催に伴い実行委員を募集します。
　一生に一度の思い出に残る成人式となるよう、自
分たちの手で成人式を企画運営してみませんか。
対　象　上記対象者で平日夜の会議に出席可能な方
内　容　中野市公民館と協力して企画運営し、当日
　　　　の受付や進行に従事していただく。
申込み　７月９日(月)から受付いたします。

■チャレンジ子ども教室｢親子絵手紙教室｣
　下手でいいんだよ。もらった人の気持ちが和むよう
な絵手紙を書いてみよう。
日　時　７月25日、８月１日、８月８日(全３回)
　　　　午前10時～午後12時(毎回水曜日)
場　所　豊田文化センター
講　師　市川　典子　先生
申込み　７月18日(水)までに豊田公民館へ申込む。
定　員　小学生と保護者 10組
　　　　(子どもだけの参加も可)
参加料　無　料(但し教材費として160円)
持ち物　絵具一式、筆(大・中・小)、墨、
　　　　書きたいモチーフ１、 ２点

■チャレンジ子ども教室｢親子クッキング教室①｣
　｢七夕まつりのごちそう｣笹寿司と冷たいおやつ作り
に挑戦しよう。
日　時　７月25日(水)午前９時30分～午後12時
場　所　豊田文化センター　
講　師　矢沢　玉枝　先生　
申込み　７月18日(水)までに豊田公民館へ申込む。
定　員　小学生と保護者 15組
　　　　(子どもだけの参加も可)
持ち物　エプロン、三角巾、タッパー
参加料　無　料(但し食材費300円程度を実費徴収)

■チャレンジ子ども教室｢バードウォッチング｣
　中野市にはどんな鳥がいるのかな？名前や鳴声など
を覚えて鳥博士になろう。
日　時　７月31日(火)午前10時～午後１時
場　所　もみじ荘駐車場　参加料　　無　料
講　師　出野　富永　先生
申込み　７月24日(火)までに豊田公民館へ申込む。
持ち物　歩きやすい服装、おにぎり、水筒　他
定　員　小中学生20名(定員になり次第締切)

お問合せ及び　中 野 市 中 央 公 民 館
申 込 み 先　℡２2-２ ６ ９ １　 ㈲２ ０ ６ ９ １

現代押し花アート展 
場　所　中央公民館１階 展示コーナー

月の展示コーナー ７

■チャレンジ子ども教室｢紙工作教室｣
　紙飛行機、コマ、紙ずもうを作って遊ぼう
日　時　８月９日(木)午前９時30分～11時30分
場　所　豊田文化センター
講　師　丸山　智信　先生
定　員　小中学生30名　参加料　無　料
申込み　８月３日(金)までに豊田公民館へ申込む。
持ち物　はさみ、色鉛筆などの筆記用具
定　員　小中学生30名
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今月の伝言板

北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館かかかかかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららららららら北部公民館から

お問合せ及び　中 野 市 北 部 公 民 館
申 込 み 先　℡２ ６- ０ ６ ７ ７　 ㈲２ ８ ８ ７ ８

お問合せ及び　中 野 市 西 部 公 民 館
申 込 み 先　℡２ ３- １ ０ ２ ４　 ㈲２ ６ ６ ７ ４

≪今月号の表紙の写真≫５月29日 中央公民館 
ふるさと歴史探訪講座風景　鴨ケ岳城址より

■親子料理教室
　～幼児食と夏にたべさせたいもの料理教室～
　子育てライフを楽しいものにし、参加者のコミニュ
ケーションを通して仲間づくりをしましょう。
日　時　７月20日(金)午前10時から12時頃まで
場　所　西部公民館　料理教室　　定　員　20組
講　師　栄養士　遠山英子先生
対　象　未就園児とその保護者
受講料　無　料(ただし、食材費として500円)
申込み　７月６日(金)から

西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館かかかかかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららららららら西部公民館から

■こころがほぐれる“えほんよみっこらいぶ”
　一人ひとりの子どもが、興味をもって読書や絵本に
親しめる機会です。
日　時　７月26日(木)・８月23日(木)・９月25日(火)
　　　　午前10時から11時30分　
場　所　西部公民館　研修室　　申込み　不　要
講　師　おはなしびっくり箱のみなさん
対　象　未就園児とその保護者並びに家族

■子育て講演公開講座
  ～こんな親があっても子は育つ～
日　時　９月９日(日)　午前10時から講演
場　所　西部公民館　　申込み　不要
講　師　実家屋つまようじ運営　石塚　薫　さん
演　題　こんな｢親があっても子は育つ｣
詳細については次号でお知らせします

■親子でつくろう　夏のおやつだあ～いすき教室
　おやつの役割と親子が向き合って食べる楽しさを学
びます。
日　時　８月８日(水)午前10時から12時
場　所　西部公民館　料理教室
講　師　元保育園調理技師のみなさん
対　象　未就園児とその保護者並びに家族
申込み　７月18日から　　定　員　20組　　
受講料　無　料　(ただし、食材費として500円)

■学校では教えてくれない茶の湯講座
　茶道を通して人とのふれあい、感謝の心などの礼儀
作法を身につけることを目的とします。
日　時　７月26日、８月２日、８月９日(木曜日)
　　　　午後１時30分から３時まで
場　所　西部公民館　教養室
講　師　裏千家　市川宗久　先生
対　象　市内小中高生　申込み　７月５日から
定　員　12名　　受講料　無料

■子育ていきいきサロン
　～あなたの子育てみつけませんか？～
　子育て中の皆さんと、子育てに関心をお持ちの方が、
気軽に学び話し合うサロンです。
＜これからの予定＞
７月17日｢子育てに絵本の世界を｣津布楽真弓先生
７月24日｢ママたちのリフレッシュ体操｣黒岩あずさ先生
８月21日｢乳幼児期の子育てについてのお話｣山田よし先生
９月４日｢心と体を育てる４回食｣
　　　　調理実習　山田よし先生
９月25日｢育児現場の声・まとめの会｣～茶話会～
時　間　午前10時～午前11時30分
場　所　北部公民館(託児もあります)
参加料　無　料　　申込み　随時受付しています

■あるある夏休み探検隊
　いよいよ夏休み、想い出の１ページを作ろう！
＜Ⅰ　こども藍染教室＞
藍染めでオリジナルＴシャツをつくろう！
日　時　７月31日(火)午後１時30分～４時まで
場　所　北部公民館　　定　員　20名
講　師　茜染め染色家　田中ゆきひと　先生
参加料　無料(ただし、教材費として500円)
持ち物　白いＴシャツ１枚
＜Ⅱ　こども陶芸教室＞
～アツい夏～オリジナルカップで麦茶がうまい!!
日　時　７月26日(木)、８月10日(金)午前９時～12時
場　所　北部公民館　　指　導　土屋金三郎先生
定　員　20名　　持ち物　エプロン
参加料　無料(ただし、教材費として300円)
　上記Ⅰ Ⅱの申込み受付は７月９日(月)から。
定員になり次第締切ます。また、小学２年生以下は保
護者の同伴をお願いします。
＜Ⅲ　あそびの王国(１日開放デー )＞
１日公民館開放day～いろいろな今昔遊びをします。
日　時　８月６日(月)午前９時～午後５時
場　所　北部公民館　申込み・参加費　　不要
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